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は
じ
め
に

一
　
モ
ー
ズ
リ
ー
評
価
の
変
容

二
　
経
済
危
機
と
統
治
機
構
改
革

三
　「
若
い
国
家
主
義
者
に
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る
新
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政
党
」
の
画
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㈠
　
ニ
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ー
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の
設
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四
　
イ
ギ
リ
ス
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フ
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ス
ト
連
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義
批
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ず
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モ
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ズ
リ
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間
期
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ギ
リ
ス
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会
主
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批
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乖
離
す
る
二
つ
の
民
意
と
「
権
力
融
合
」
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は
じ
め
に

　
本
研
究
は
、
戦
間
期
に
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
を
率
い
る
こ
と
で
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
悪
名
高
い
人
物
と
な
っ
た
オ
ズ
ワ

ル
ド
・
モ
ー
ズ
リ
ー
（O

sw
ald M

osley

）
の
政
治
構
想
を
、
と
り
わ
け
彼
の
議
会
主
義
批
判
と
い
う
視
座
か
ら
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

る（
1
）。
具
体
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ
ー
ト
の
あ
い
だ
で
議
会
主
義
へ
の
懐
疑
が
広
ま
っ
た
戦
間
期
を
取
り
上
げ
、
既
存
の
政
治
体
制
に
代

わ
る
処
方
箋
と
し
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
目
指
す
べ
き
未
来
を
み
た
モ
ー
ズ
リ
ー
の
政
治
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
周
囲
の
政
治
家
や
知

識
人
の
反
応
を
描
き
出
す
。
同
時
代
の
議
論
の
な
か
に
モ
ー
ズ
リ
ー
の
主
張
を
位
置
づ
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
政
治
史

に
新
た
な
光
を
当
て
、
い
か
な
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
な
ぜ
今
九
〇
年
以
上
前
の
時
代
に
遡
り
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
の
後
進
国
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
の
か
。
一
つ
に
は

モ
ー
ズ
リ
ー
と
周
辺
人
物
の
議
論
を
丹
念
に
追
う
こ
と
で
、
英
国
に
お
い
て
も
議
会
主
義
に
対
す
る
諦
念
か
ら
、
議
会
改
革
の
構
想
や
そ

れ
に
代
わ
る
政
治
体
制
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
エ
リ
ー
ト
の
間
に
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
る
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の

イ
ギ
リ
ス
の
知
識
人
や
政
治
家
の
あ
い
だ
で
広
ま
っ
て
い
た
議
会
主
義
の
斜
陽
と
い
う
認
識
は
な
ぜ
生
じ
た
の
か
。
そ
の
要
因
を
、
モ
ー

ズ
リ
ー
を
通
じ
て
探
る
こ
と
で
、
議
会
主
義
の
母
国
で
あ
っ
て
も
間
接
民
主
主
義
は
盤
石
で
は
な
く
、
行
政
府
の
集
権
化
を
希
求
す
る
運

動
が
体
制
内
部
か
ら
も
起
こ
り
得
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
で
は
、
モ
ー
ズ
リ
ー
は
世
紀
史
上
の
極
悪
人
の
ご
と
く
描
か
れ
て
き
た
。
だ
が
、
同

時
代
の
言
説
の
中
に
彼
の
統
治
機
構
改
革
の
構
想
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
モ
ー
ズ
リ
ー
の
構
想
そ
れ
自
体
は
必
ず
し
も
特
殊
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
彼
の
問
題
意
識
に
は
、
現
代
に
い
た
る
ま
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
、
よ
く
知
ら
れ
た

政
治
家
や
知
識
人
た
ち
と
の
共
通
認
識
す
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
戦
後
の
評
価
と
は
裏
腹
に
、
戦
前
に
お
い
て
は
モ
ー
ズ
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リ
ー
の
過
激
と
も
捉
え
ら
れ
る
主
張
に
対
し
て
賛
辞
を
送
る
人
々
の
姿
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
元
首
相
経
験
者
で
あ
る
労
働
党
の
ラ
ム

ゼ
イ
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
（Jam

es Ram
say M

acD
onald

）
や
、
保
守
党
の
ハ
ロ
ル
ド
・
マ
ク
ミ
ラ
ン
（H

arold M
acm

illan

）
な
ど
、
党
派

を
超
え
て
多
く
の
者
が
や
が
て
モ
ー
ズ
リ
ー
が
権
力
を
手
に
す
る
こ
と
を
疑
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
同
じ
時
代
を
生
き
た

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ピ
ト
リ
ー
（Charles Petrie

）
の
言
葉
は
示
唆
的
で
あ
る
。「
モ
ー
ズ
リ
ー
が
失
敗
し
た
理
由
は
、
彼
の
政
治
的
諸
手
法
の

故
で
あ
っ
て
、
彼
の
政
治
的
諸
目
的
の
故
で
は
な
か
っ
た
。（
中
略
）
英
国
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
歴
史
的
な
あ
る
瞬
間
に
於
い
て
、
考
慮
に
値

す
る
一
個
の
力
強
い
勢
力
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
我
々
は
目
を
つ
ぶ
っ
て
は
な
ら
な
い
の（
2
）だ」。
今
一
度
戦
間
期
に
立
ち
返
り
、
同
時

代
に
お
け
る
彼
の
評
価
を
描
き
出
す
こ
と
が
第
二
の
目
的
で
あ
る
。

　
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
は
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
豊
富
な
ナ
チ
ズ
ム
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
の
影
に

隠
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
す
で
に
一
定
の
研
究
蓄
積
が
あ（
3
）る。
以
下
簡
単
に
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。「
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
い
う
用
語
を
め
ぐ
っ
て
は
、
果
た
し
て
そ
れ
を
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
と
い

う
争
点
を
含
め
、
論
者
の
立
場
や
用
い
る
文
脈
に
応
じ
て
多
様
な
解
釈
が
存
在
し
て
お
り
、
簡
明
に
定
義
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な（
4
）い。

他
方
で
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
歴
史
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
ま
で
遡
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
戦
中
・
戦
後
を
通
し

て
民
族
主
義
的
で
人
種
差
別
的
な
団
体
も
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
影
響
を
与
え
る
に
は
至
ら

ず
、
そ
の
点
で
は
モ
ー
ズ
リ
ー
の
政
治
運
動
が
イ
ギ
リ
ス
史
上
最
も
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
と
論
じ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
ろ（
5
）う。

　
一
九
六
一
年
に
コ
リ
ン
・
ク
ロ
ス
が
公
表
し
た
研（
6
）究は

、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
歴
史
研
究
に
お
い
て
転
機
と
な
り
、
こ

の
研
究
に
端
を
発
し
て
一
九
六
〇
年
代
以
来
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
に
関
す
る
研
究
は

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
他
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
に
つ
い
て
、
コ
リ
ン
・
ク
ロ
ス
の
研
究
で
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
析
と

い
う
観
点
が
抜
け
落
ち
て
い
た
こ
と
に
加
え（
7
）て、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
の
メ
ン
バ（
8
）ーが
投
獄
さ
れ
て
組
織
が
瓦
解
す
る
第
二
次
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世
界
大
戦
以
降
の
時
期
は
分
析
と
い
う
よ
り
記
述
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
の
そ
の
当
時
に
は
公
開
さ
れ
て
い
る

資
料
に
依
然
と
し
て
多
く
の
制
約
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
政
府
文
書
や
個
人
文
書
な
ど
そ
の
後
に
公
開
さ
れ
た
決
定
的
に
重
要
な
資
料

が
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
八
年
後
に
コ
リ
ン
の
研
究
を
よ
り
深
め
る
形
で
、
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ネ
ウ
ィ
ッ
ク
がPolitical V

iolence &
 

Public O
rder

を
刊
行
し
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
に
お
け
る
暴
力
性
と
そ
れ
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
反
応
を
明
ら
か
に
し

て
い（
9
）る。

同
書
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
ベ
ネ
ウ
ィ
ッ
ク
は
そ
の
な
か
で
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て
も
分
析
し
て
い
る
。
し
か
し
当
時
も
同
様
に
ア
ー
カ
イ
ブ
史
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め
、
新

聞
記
事
な
ど
に
頼
る
し
か
な
く
、
結
果
的
に
結
論
に
は
誤
り
も
含
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
九
七
〇
年
代
に
入
り
、
よ
う
や
く
ニ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
本
格
的
に
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
析
を
試

み
て
お
り
、
こ
れ
は
後
の
研
究
の
基
礎
と
も
な
る
不
朽
的
名
作
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
）
10
（
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ

シ
ス
ト
連
合
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
で
次
の
三
点
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
一
点
目
は
モ
ー
ズ
リ
ー
た
ち
の
資
本
主
義
へ
の
危
機
意

識
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ス
テ
ー
ト
」
と
「
フ
ァ
シ
ス
ト
的
規
律
」
は
資
本
主
義
に
対
す
る
危
機
意
識
か
ら
打
ち
出
さ

れ
た
政
策
で
あ
っ
た
た
め
に
、
モ
ー
ズ
リ
ー
た
ち
の
資
本
主
義
の
危
機
と
い
う
認
識
を
適
切
に
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
。
二

点
目
は
反
ユ
ダ
ヤ
主
）
11
（

義
、
三
点
目
は
保
護
主
義
的
な
対
外
政
策
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
研
究
に
先
立
っ
て
ベ
ネ
ウ
ィ
ッ
ク
も
す
で

に
こ
れ
ら
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
は
い
た
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
思
想
の
一
貫
性
を
唱
え
た
の
に
対
し
て
、
ベ
ネ
ウ
ィ
ッ
ク
は
こ
れ

ら
三
つ
の
特
徴
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
の
発
展
に
伴
い
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
局
面
で
浮
か
び
上
が
っ
た
も
の
だ
と
結
論
づ
け
て
い

る
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
研
究
は
、
モ
ー
ズ
リ
ー
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
主
要
な
特
徴

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
と
は
言
え
、
あ
く
ま
で
も
一
部
を
明
ら
か
に
し
た
に
過
ぎ
ず
、
全
体
像
を
捉
え
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
う
し

た
問
題
意
識
を
抱
い
た
ス
テ
フ
ァ
ン
・
キ
ュ
ウ
レ
ン
は
、
二
〇
一
六
年
に
発
表
し
た
研
究
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
提
示
し
た
三
つ
の
主
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要
な
特
徴
に
、
新
た
に
三
つ
の
特
徴
を
加
え
）
12
（
た
。
一
点
目
は
「
超
愛
国
主
義
（hyper-patriotism

）」
で
あ
り
、
モ
ー
ズ
リ
ー
ら
イ
ギ
リ

ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
の
メ
ン
バ
ー
が
国
王
、
国
家
、
帝
国
を
惜
し
み
な
く
称
賛
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
二
点
目
は
メ
ン

バ
ー
が
第
一
次
世
界
大
戦
に
従
軍
し
た
こ
と
へ
の
情
熱
で
あ
り
、
こ
れ
が
後
に
「
旧
来
の
議
会
政
治
に
固
執
す
る
古
い
世
代
」
に
対
抗
す

る
た
め
に
従
軍
経
験
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
「
ユ
ー
ス
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（Youth Alliance

）」
へ
発
展
す
る
。
そ
し
て
三
点
目
は
、

そ
の
挫
折
で
あ
る
。
次
第
に
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
状
況
が
回
復
す
る
に
つ
れ
て
、
自
身
を
経
済
危
機
の
救
済
者
と
位
置
づ
け
た
モ
ー
ズ
リ
ー

は
自
ら
作
り
上
げ
た
理
想
像
を
打
ち
砕
か
れ
た
こ
と
で
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
政
治
に
関
与
す
る
必
要
性
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
は
、
社
会
状
況
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
時
期
ご
と
に
異
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
形
成
し
た
と
い
う
。

　
他
に
も
モ
ー
ズ
リ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
性
格
な
ど
個
人
的
特
徴
に
焦
点
を
当
て
た
評
伝
的
研
究
も
存
在
）
13
（
し
、
こ
れ
ら
は
個
別
的
に

異
な
る
モ
ー
ズ
リ
ー
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
思
想
の
一
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

　
な
お
、
日
本
に
お
け
る
モ
ー
ズ
リ
ー
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
に
関
す
る
研
究
は
こ
れ
ま
で
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
観
が

あ
る
が
、
一
九
七
五
年
に
戸
塚
秀
夫
が
モ
ー
ズ
リ
ー
研
）
14
（

究
を
発
表
し
て
以
来
、
一
九
九
八
年
に
中
村
幹
雄
が
「
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス

テ
ィ
の
登
場
と
挫
折

―
保
守
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
関
係
」『
奈
良
法
学
会
雑
誌
』（
一
九
九
八
年
）
を
発
表
す
る
ま
で
、
モ
ー
ズ
リ
ー

と
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
に
言
及
し
た
研
究
と
し
て
は
他
に
三
本
の
論
文
が
存
在
す
る
。
戸
塚
の
研
究
は
、
同
年
に
イ
ギ
リ
ス
で

出
版
さ
れ
た
ス
キ
デ
ル
ス
キ
ー
の
画
期
的
な
モ
ー
ズ
リ
ー
伝
を
参
照
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
の
最
新
の
知
見
を
盛
り
込
む
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
自
己
弁
護
的
な
記
述
を
差
し
引
い
て
も
、
モ
ー
ズ
リ
ー
に
よ
る
自
叙
伝
も
ま
た
重
要
な
史
料
に
な
る
こ
と
は
明
ら

か
だ
が
、
そ
れ
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
短
所
が
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
見
市
雅
俊
「
サ
ー
・
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
モ
ー
ズ
リ
ー
と
イ
ギ
リ
ス
・

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
生
成
」『
西
洋
史
学
』
第
一
一
七
号
（
一
九
八
〇
年
）
は
同
時
代
の
研
究
と
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
を
援
用
し
て
バ
ラ
ン
ス

を
取
ろ
う
と
す
る
試
み
が
見
て
と
れ
、
な
お
か
つ
フ
ァ
シ
ス
ト
に
至
る
モ
ー
ズ
リ
ー
の
人
物
像
・
諸
政
策
を
詳
細
に
描
い
た
優
れ
た
論
考

で
あ
る
。
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ス
キ
デ
ル
ス
キ
ー
の
モ
ー
ズ
リ
ー
伝
に
対
し
て
は
、
モ
ー
ズ
リ
ー
の
失
墜
し
た
名
声
の
回
復
を
目
論
ん
だ
伝
記
だ
と
す
る
批
判
が
あ
る

こ
と
は
否
め
な
い
た
）
15
（

め
、
で
き
る
限
り
他
の
評
伝
も
参
照
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
モ
ー
ズ
リ
ー
と
ス
キ
デ
ル
ス
キ
ー
の
あ
い
だ
で
交
わ
さ
れ
た
書
）
16
（
簡
は
二
〇
四
〇
年
一
月
一
日
ま
で
非
公
開
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九

七
五
年
に
モ
ー
ズ
リ
ー
自
身
が
綴
っ
た
「
ロ
バ
ー
ト
・
ス
キ
デ
ル
ス
キ
ー
の
伝
記
の
批
評
」（
日
付
不
）
17
（
明
）
は
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ス
キ

デ
ル
ス
キ
ー
の
モ
ー
ズ
リ
ー
伝
に
対
す
る
、
モ
ー
ズ
リ
ー
の
評
価
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
モ
ー
ズ
リ
ー
は
批
評
の
中
で
親
戚
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
感
想
を
引
用
し
て
、「
こ
の
伝
記
は
決
し
て
モ
ー
ズ
リ
ー
の
崇
拝
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
わ
け
で
は
な
い
」
た
め
に
「
モ
ー
ズ

リ
ー
に
と
っ
て
は
我
慢
な
ら
な
い
描
写
も
あ
る
」
こ
と
を
仄
め
か
し
て
い
る
が
、
自
ら
の
言
葉
に
よ
っ
て
ス
キ
デ
ル
ス
キ
ー
を
批
判
す
る

こ
と
を
慎
重
に
避
け
て
お
り
、「
私
に
は
公
平
な
伝
記
に
思
え
）
18
（
る
」
と
肯
定
的
に
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
続
い
て
発
表
さ
れ
た
の
は
佐
藤
恭
三
「
モ
ー
ズ
レ
イ
と
英
国
フ
ァ
シ
ス
ト
同
盟
」『
政
治
経
済
史
学
』
一
八
〇
号
（
一
九
八
一
年
）
で
あ

り
、
こ
の
研
究
は
モ
ー
ズ
リ
ー
が
指
揮
を
と
っ
た
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
の
歴
史
と
そ
の
前
史
を
概
観
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
最

後
に
紹
介
す
る
桾
沢
栄
一
の
「
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
と
そ
の
思
想

―
一
九
三
〇
年
代
の
モ
ー
ズ
リ
ー
卿
の
政
治
思
想
を
中
心

に

―
」『
埼
玉
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』（
一
九
九
七
年
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
上
で
、

モ
ー
ズ
リ
ー
の
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
の
政
策
と
思
想
の
中
で
も
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
を
中
心
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
用
語
を
め
ぐ
り
、
あ
ら
ゆ
る
諸
国
の
事
例
を
包
摂
で
き
る
よ
う
な
、
学
術
的
な
定
義
が
共
有
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
）
19
（

い
。
他
方
で
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
性
質
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て
有
用
な
概
念
の
整
理
は
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。「
第
三
の

道
」
と
し
て
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
か
ら
見
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
政
治
・
経
済
危
機
に
対
す
る
下
層
中
産
階
級
お
よ
び
中

産
階
級
の
反
応
と
し
て
生
じ
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
全
体
主
義
の
一
例
と
し
て
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
近
代
化
理
論
と
し
て
説
明
さ
れ
る
フ
ァ
シ
ズ

ム
な
ど
、
例
を
挙
げ
る
と
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
な
か
で
も
エ
ル
ン
ス
ト
・
ノ
ル
テ
、
ス
タ
ン
リ
ー
・
ペ
イ
ン
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
グ
リ

フ
ィ
ン
に
よ
る
定
義
は
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。
ノ
ル
テ
は
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
三
つ
の
側
面
」
と
し
て
、「
二
度
の
世
界
大
戦
に
挟
ま
れ
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た
時
代
性
」、「
一
九
一
七
年
の
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
革
命
の
影
響
」、「
メ
タ
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
な
政
治
現
象
」
を
提
唱
し
、
と
く
に
前
者
二
点
に

挙
げ
た
特
殊
な
時
代
性
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
現
象
を
理
解
す
る
上
で
鍵
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
）
20
（

た
。
そ
し
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ

る
既
存
の
政
治
形
態
に
反
す
る
姿
勢
を
見
せ
る
「
ア
ン
チ
・
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
」
の
側
面
を
強
調
し
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
グ
リ
フ
ィ
ン
は
、「
ポ

ピ
ュ
リ
ス
ト
に
駆
ら
れ
た
反
復
発
生
型
ウ
ル
ト
ラ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
位
置
づ
け
て
い
）
21
（
る
。

　
多
く
の
研
究
者
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
国
家
の
枠
組
み
を
超
え
た
普
遍
的
な
共
通
性
の
存
在
を
否
定
し
て
は
い
な
い
も
の
）
22
（

の
、
一
方
で
フ
ァ

シ
ズ
ム
や
ナ
チ
ズ
ム
と
い
う
政
治
的
現
象
は
各
国
の
根
深
い
歴
史
・
文
化
的
背
景
の
も
と
に
生
じ
た
も
の
と
理
解
し
、
そ
れ
を
特
化
し
よ

う
と
試
み
る
動
き
も
あ
る
。
歴
史
家
の
ケ
ヴ
ィ
ン
・
パ
ス
モ
ア
も
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
は
地
域
ご
と
に
独
自
の
意
味
合
い
を
持
つ
思
想
で
あ

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
定
義
か
ら
離
れ
て
歴
史
叙
述
に
よ
っ
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
論
じ
る
研
究
手
法
を
用
い
て
い
）
23
（
る
。 

　
た
し
か
に
日
本
や
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
か
ら
離
れ
た
国
に
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
大
陸
型
の
「
フ
ァ
シ

ズ
）
24
（
ム
」
概
念
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
て
論
じ
る
こ
と
に
は
疑
問
の
余
地
が
残
る
。
と
い
う
の
は
、
モ
ー
ズ
リ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
に
「
フ
ァ
シ
ズ

ム
」
を
輸
入
す
る
際
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
一
八
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
で
始
ま
っ
た
自
由
主
義
、
一
九
世
紀
に
ド
イ

ツ
で
始
ま
っ
た
社
会
主
義
が
独
自
の
形
で
各
国
に
根
づ
い
た
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
も
イ
ギ
リ
ス
特
有
の
思
想
や
手
法
に
適

合
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
25
（

い
」。
こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
に
流
入
し
た
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
も
他
の
多
く
の
政
治
思
想
と
同
様
に
共
通
基
盤

を
残
し
な
が
ら
も
独
自
の
形
で
発
展
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
民
主
主
義
体
制
の
模
範
と
し
て
参
照
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
民
主
主
義
へ
の
懐
疑
が
高
ま
っ

て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
研
究
は
昨
今
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
）
26
（

る
。
本
稿
で
は
主
に
対
象
人
物
の
著
作
や
日
記
な
ど
の
個
人
文
書
を
用
い

て
、
反
体
制
派
の
旗
手
た
る
モ
ー
ズ
リ
ー
の
議
会
主
義
批
判
と
統
治
機
構
改
革
案
、
そ
れ
に
対
す
る
同
時
代
人
の
反
応
を
分
析
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、
議
会
主
義
が
低
迷
し
、
な
お
か
つ
批
判
を
集
め
た
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
政
治
史
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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一
　
モ
ー
ズ
リ
ー
評
価
の
変
容

　
二
〇
〇
五
年
に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
上
で
発
表
し
た
も
の
に
「
イ
ギ
リ
ス
史
上
、
最
悪
の
一
〇
人
（
‘Worst

’ Historical 

Britons L

）
27
（ist

）」
と
い
う
リ
ス
ト
が
あ
る
。
こ
れ
は
時
代
を
一
〇
〇
年
単
位
で
区
切
り
、
歴
史
家
た
ち
が
各
時
代
に
お
け
る
悪
人
を
一
人
ず

つ
選
ん
だ
リ
ス
ト
で
、
一
八
〇
〇
〜
一
九
〇
〇
年
に
は
「
切
り
裂
き
ジ
ャ
ッ
ク
」
と
の
異
名
を
持
つ
猟
奇
殺
人
事
件
の
犯
人
が
選
出
さ
れ

て
い
る
。
彼
は
、
鋭
利
な
刃
物
で
被
害
者
の
喉
を
搔
き
切
り
、
臓
器
を
摘
出
す
る
な
ど
凶
行
を
繰
り
返
し
た
異
常
犯
罪
者
で
あ
る
。
続
い

て
二
度
の
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
一
九
〇
〇
〜
二
〇
〇
〇
年
、
言
わ
ば
「
二
〇
世
紀
最
悪
の
人
物
」
に
選
ば
れ
た
の
が
、
オ
ズ
ワ
ル
ド
・

モ
ー
ズ
リ
ー
で
あ
っ
た
。

　
日
本
で
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
人
物
だ
が
、
彼
は
一
九
八
〇
年
に
世
を
去
っ
て
、
今
な
お
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
特
集
を

組
ま
れ
る
ほ
ど
イ
ギ
リ
ス
史
に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
政
治
家
で
あ
っ
た
。
果
た
し
て
モ
ー
ズ
リ
ー
は
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の

な
か
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　「
常
軌
を
逸
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
と
い
え
ば
、
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
モ
ー
ズ
リ
ー
た
だ
一
人
で
あ
る
」。
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
半
世
紀
を
経
た

一
九
七
九
年
五
月
一
一
日
に
イ
ギ
リ
ス
の
週
刊
誌
『
ニ
ュ
ー
・
ス
テ
ー
ツ
マ
ン
（N

ew Statesm
an

）』
誌
は
モ
ー
ズ
リ
ー
を
取
り
上
げ
て

こ
う
報
じ
）
28
（

た
。
一
九
七
五
年
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
著
名
な
歴
史
家
Ａ
・
Ｊ
・
Ｐ
・
テ
イ
ラ
ー
は
『
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
（The O

bserver

）』
紙

に
お
い
て
、
モ
ー
ズ
リ
ー
に
つ
い
て
「
才
能
を
無
駄
に
し
た
人
物
」
と
い
う
評
価
を
下
し
）
29
（

た
。
一
九
八
〇
年
に
は
『
タ
イ
ム
ズ
（The 

Tim
es

）』
紙
が
「
彗
星
の
如
く
現
れ
、
そ
し
て
消
え
て
い
っ
た
、
論
争
的
な
政
治
家
」
と
の
見
出
し
で
モ
ー
ズ
リ
ー
を
取
り
上
げ
て
い
）
30
（
る
。

同
日
『
デ
イ
リ
ー
・
テ
レ
グ
ラ
フ
（The D

aily Telegraph

）』
紙
は
「
権
力
を
夢
見
た
が
、
凋
落
を
運
命
づ
け
ら
れ
た
男
」
と
し
て
論
じ

て
い
）
31
（
る
。
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戦
前
の
モ
ー
ズ
リ
ー
は
、
ウ
ォ
ー
ル
街
に
端
を
発
す
る
経
済
不
況
が
引
き
起
こ
し
た
失
業
者
の
問
題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
巧
み

な
弁
舌
と
洗
練
さ
れ
た
立
ち
居
振
る
舞
い
に
よ
っ
て
会
う
人
を
次
々
と
魅
了
し
て
き
た
政
治
家
で
あ
っ
た
。
労
働
党
時
代
に
モ
ー
ズ
リ
ー

に
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
公
領
相
の
地
位
を
与
え
た
首
相
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
と
っ
て
、
も
し
自
分
が
良
家
に
生
ま
れ
つ
い
た
な
ら
「
そ
う
な
っ
て

み
た
い
」
と
思
う
よ
う
な
人
物
が
モ
ー
ズ
リ
ー
で
あ
っ
た
）
32
（
し
、
元
外
交
官
で
あ
り
文
筆
家
と
し
て
も
著
名
な
ハ
ロ
ル
ド
・
ニ
コ
ル
ソ
ン

（H
arold N

icolson
）
も
ま
た
、
モ
ー
ズ
リ
ー
の
洗
練
さ
れ
た
マ
ナ
ー
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
人
物
の
一
人
で
あ
っ
）
33
（

た
。
そ
の
同
一
人
物
が
、

政
界
か
ら
身
を
引
い
て
も
な
お
こ
の
よ
う
な
評
価
を
下
さ
れ
、「
二
〇
世
紀
最
悪
の
人
物
」
と
称
さ
れ
る
所
以
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
は
、
モ
ー
ズ
リ
ー
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
稀
有
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
の
指
導
者
と
し
て
歴
史
に
そ
の
名
を
刻
ん
だ
こ
と
が
最
も
大

き
な
理
由
で
あ
ろ
う
。

　
モ
ー
ズ
リ
ー
の
率
い
る
政
治
運
動
は
、
そ
の
黎
明
期
に
は
、
ニ
コ
ル
ソ
ン
な
ど
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
否
定
的
な
人
物
も
巻
き
込
ん
で
お
り
、

ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ナ
ー
ド
・
ケ
イ
ン
ズ
（John M

aynard Keynes

）
も
経
済
政
策
に
限
っ
て
賛
意
を
示
し
て
い
）
34
（
た
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
を
絶

体
絶
命
の
危
機
に
陥
ら
せ
た
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
（Adolf H

itler

）
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
思
想
を
蛇
蝎

の
ご
と
く
嫌
厭
す
る
現
代
の
イ
ギ
リ
ス
人
に
と
っ
て
、
自
国
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
史
を
否
定
的
な
先
入
観
を
持
っ
て
見
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
故
に
、
モ
ー
ズ
リ
ー
に
対
し
て
は
戦
前
と
戦
後
で
対
照
的
な
評
価
が
下
さ
れ
た
。

　
モ
ー
ズ
リ
ー
は
、
道
を
踏
み
外
さ
な
け
れ
ば
首
相
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
た
一
九
一
八
年
、
当

時
最
年
少
の
二
二
歳
と
い
う
若
さ
で
政
界
入
り
を
果
た
し
た
モ
ー
ズ
リ
ー
は
、
そ
の
際
立
っ
た
弁
舌
の
才
能
と
行
動
力
か
ら
、
同
時
代
の

知
識
人
や
政
治
家
か
ら
将
来
の
首
相
と
目
さ
れ
た
。
そ
れ
も
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
（W

inston Churchill

）
が
政
治
家
と
し
て
活

躍
し
た
激
動
の
時
代
に
大
き
な
期
待
を
集
め
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
チ
ャ
ー
チ
ル
と
は
二
度
目
の
結
婚
に
よ
り
縁
戚
関
係
を
結
ん
で
お
り
、
遡
っ
て
一
度
目
の
結
婚
相
手
は
、
外
務
大
臣
を
務
め
た
イ

ギ
リ
ス
政
治
の
傑
物
の
一
人
で
あ
り
保
守
党
の
重
鎮
ジ
ョ
ー
ジ
・
カ
ー
ズ
ン
（G

eorge N
athaniel Curzon

）
の
娘
で
あ
っ
た
。
モ
ー
ズ
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リ
ー
自
身
も
準
男
爵
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
上
流
階
級
に
出
自
を
持
つ
人
物
で
あ
る
。
結
婚
式
に
は
イ
ギ
リ
ス
政
界
の
要
人
の
み
な

ら
ず
、
ベ
ル
ギ
ー
の
国
王
夫
妻
な
ど
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
が
並
ん
だ
。
目
の
前
で
階
級
社
会
が
倒
壊
し
は
じ
め
た
二
〇
世
紀
初
頭
で
あ
る
が
、

未
だ
貴
族
政
治
の
影
は
残
っ
て
お
り
、
従
来
政
治
の
舵
取
り
を
行
っ
て
き
た
上
流
階
級
の
社
交
界
で
、
持
ち
前
の
行
動
力
と
社
交
性
か
ら

豊
か
な
人
脈
を
築
き
あ
げ
た
。

　
だ
が
彼
が
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
の
は
、
単
に
そ
の
幅
広
い
人
脈
に
拠
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
時
代
の
社
会
問
題
に
対
し
て
先
駆
的
な
解

決
策
を
提
示
し
よ
う
と
奔
走
し
、
そ
の
姿
勢
が
多
く
の
同
時
代
人
を
惹
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。
あ
る
時
に
は
ケ
イ
ン
ズ
と
繰
り
返
し
意
見

を
交
わ
し
、
不
況
を
解
消
す
る
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
が
と
る
べ
き
経
済
政
策
に
つ
い
て
二
人
は
部
分
的
に
認
識
を
共
有
す
る
。
二
〇
世
紀
の

偉
大
な
経
済
学
者
と
も
称
さ
れ
る
ケ
イ
ン
ズ
は
、
他
の
ど
の
政
党
の
政
策
よ
り
も
モ
ー
ズ
リ
ー
の
政
策
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
、

モ
ー
ズ
リ
ー
が
党
首
を
務
め
る
政
党
に
投
票
す
る
こ
と
を
約
束
し
）
35
（
た
。
ま
た
あ
る
時
に
は
社
会
主
義
知
識
人
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
今
な

お
労
働
党
に
対
し
て
影
響
力
を
持
つ
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
の
中
心
人
物
、
す
な
わ
ち
劇
作
家
と
し
て
も
著
名
な
社
会
主
義
者
バ
ー
ナ
ー
ド
・

シ
ョ
ー
や
Ｌ
Ｓ
Ｅ
の
設
立
に
尽
力
し
た
ウ
ェ
ッ
ブ
夫
妻
か
ら
、「
社
会
主
義
の
次
に
信
用
で
き
る
の
は
モ
ー
ズ
リ
ー
の
思
想
で
あ
る
」
と

い
う
最
大
の
賛
辞
を
受
け
取
っ
）
36
（
た
。

　
そ
の
先
駆
的
な
政
策
と
同
等
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
同
時
代
人
を
惹
き
つ
け
た
の
は
彼
の
人
柄
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
彼
の
主
張
に
否
定
的
な
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
（G

eorge O
rw

ell

）
に
さ
え
「
モ
ー
ズ
リ
ー
は
相
当
講
演
が
う
ま
い
」
と
言
わ
し

め
た
ほ
ど
の
弁
舌
の
才
に
恵
ま
れ
た
モ
ー
ズ
リ
ー
は
、
ま
だ
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
が
普
及
し
て
い
な
い
時
代
に
お
い
て
次
々
と
聴
き
手
を
虜

に
し
て
い
っ
）
37
（

た
。『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
紙
は
モ
ー
ズ
リ
ー
の
選
挙
演
説
を
臨
場
感
溢
れ
る
筆
致
で
次
の
よ
う
に
描
写

し
て
い
る
。「
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
モ
ー
ズ
リ
ー
氏
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
自
由
貿
易
会
館
で
演
説
を
終
え
、
着
席
す
る
と
、
聴
衆
は
稀
に
み

る
熱
狂
ぶ
り
を
示
し
、
立
ち
上
が
っ
て
嵐
の
よ
う
な
拍
手
を
演
台
に
送
っ
た
。
こ
れ
ま
で
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
、
政
治
、
ビ
ジ
ネ
ス
界
は
時

に
応
じ
完
全
無
比
の
英
雄
を
輩
出
し
て
き
た
が
、
こ
こ
に
い
る
の
も
ま
さ
し
く
そ
の
英
雄
の
ひ
と
り
だ
と
、
誰
も
疑
う
も
の
は
な
か
っ
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た
）
38
（

」。
首
相
と
し
て
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
を
率
い
た
保
守
党
の
政
治
家
ハ
ロ
ル
ド
・
マ
ク
ミ
ラ
ン
（H

arold M
acm

illan

）
は
、
モ
ー
ズ

リ
ー
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
し
た
。「
彼
は
、
卓
越
し
た
才
能
と
強
烈
な
個
性
を
無
駄
に
し
て
し
ま
っ
た
。
も
し
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ

を
待
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
お
そ
ら
く
権
力
を
手
に
し
た
で
あ
ろ
）
39
（
う
」。
モ
ー
ズ
リ
ー
に
可
能
性
を
見
出
し
た
の
は
保
守
党
の
政
治
家
だ

け
で
は
な
い
。
労
働
党
党
首
で
あ
り
二
度
に
わ
た
っ
て
首
相
を
務
め
た
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
モ
ー
ズ
リ
ー
を
自
身
の
首
相
後
継
者
と
し
て

考
え
、
政
治
家
と
し
て
は
ま
だ
若
輩
と
も
言
え
る
三
三
歳
の
モ
ー
ズ
リ
ー
に
閣
僚
ポ
ス
ト
を
与
え
た
。
本
来
政
治
信
条
が
異
な
る
は
ず
の

保
守
党
と
労
働
党
の
い
ず
れ
の
側
か
ら
も
未
来
を
託
さ
れ
た
彼
は
ま
さ
に
次
世
代
の
ホ
ー
プ
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
同
一
人
物
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
渡
る
と
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
で
次
々
と
「
フ
ァ
シ
ス
）
40
（

ト
」
と
の
人
脈
を
築
い
て
い
く
。
二
人
目

の
妻
と
の
結
婚
式
は
ヒ
ト
ラ
ー
列
席
の
下
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
（Joseph G

oebbels

）
の
邸
宅
で
執
り
行
わ
れ
た
。
ホ
ブ
ズ
ボ
ー

ム
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
時
代
」
に
、
保
守
派
か
ら
左
派
、
学
者
か
ら
政
治
家
、
イ
ギ
リ
ス
の
指
導
層
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

大
陸
の
独
裁
者
に
至
る
ま
で
、
多
種
多
様
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
階
層
を
あ
る
一
人
の
人
物
が
越
境
し
、
戦
間
期
の
国
際
政
治
を
動
か
し
た

傑
士
た
ち
と
緊
密
な
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
。
や
が
て
彼
は
英
国
史
上
最
大
規
模
を
誇
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
を
主
導
す
る
。
そ
の
人
物
こ

そ
が
後
世
の
歴
史
家
か
ら
「
二
十
世
紀
最
悪
の
人
）
41
（
物
」
と
称
さ
れ
る
本
稿
の
主
要
人
物
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
モ
ー
ズ
リ
ー
で
あ
る
。

　
し
か
し
モ
ー
ズ
リ
ー
は
、
戦
後
に
受
け
た
酷
評
と
は
裏
腹
に
、
政
治
家
と
し
て
初
期
の
頃
は
議
会
人
や
知
識
人
か
ら
傾
聴
さ
れ
る
人
物

と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
た
。
保
守
党
や
労
働
党
の
若
き
政
治
家
た
ち
が
党
派
を
超
え
て
モ
ー
ズ
リ
ー
の
も
と
に
集
い
、
共
に
新
た
な
政
治

運
動
を
画
策
し
た
時
期
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
痛
烈
な
議
会
主
義
批
判
を
繰
り
広
げ
、
つ
い
に
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
奉
じ
た
モ
ー
ズ
リ
ー
の

政
治
運
動
を
イ
ギ
リ
ス
政
治
史
か
ら
捨
象
す
る
の
で
は
な
く
、
モ
ー
ズ
リ
ー
と
周
囲
の
人
物
に
共
通
す
る
政
治
的
諸
目
的
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
、
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
議
会
主
義
の
問
題
点
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。
以
下
で
は
ま
ず
、
モ
ー
ズ
リ
ー
の

フ
ァ
シ
ス
ト
期
に
至
る
ま
で
の
政
治
運
動
の
歩
み
と
主
張
を
概
観
す
る
。
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二
　
経
済
危
機
と
統
治
機
構
改
革

　
イ
ギ
リ
ス
で
一
八
九
〇
年
代
に
生
ま
れ
た
人
々
は
、「
失
わ
れ
た
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
。
彼
ら
は
二
〇
代
前
後
の
青
春
時
代
に
第
一
次

世
界
大
戦
を
経
験
し
、
若
く
し
て
前
線
の
塹
壕
や
空
中
戦
で
死
と
隣
り
合
わ
せ
の
経
験
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
か

ら
二
年
後
の
一
九
一
六
年
に
徴
兵
法
に
よ
り
一
八
〜
四
〇
歳
ま
で
の
独
身
男
性
が
徴
兵
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
戦
死
者
の
ほ
と
ん
ど
は
若
い

男
性
で
あ
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
や
オ
ッ
ク
ス
・
ブ
リ
ッ
ジ
で
学
び
、
こ
れ
か
ら
戦
争
で
疲
弊
し
た
イ
ギ
リ
ス
社
会
を
立
て
直
す

た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
は
ず
の
若
き
エ
リ
ー
ト
層
が
、
戦
争
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
一
八
九
六
年
生
ま
れ
の
モ
ー
ズ
リ
ー
も
「
失
わ
れ
た
世
代
」
に
属
す
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
空
軍
で
訓
練
を
受
け
「
ロ
イ
ヤ
ル
・
フ
ラ

イ
ン
グ
・
コ
ー
ス
」
の
一
員
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
へ
と
渡
っ
た
が
、
不
運
に
も
操
縦
し
て
い
た
戦
闘
機
の
着
陸
事
故
に
遭
い
、
片
足
に
軽
度

の
不
具
を
負
っ
た
。
一
八
歳
の
青
年
は
送
還
さ
れ
、
一
九
一
八
年
の
終
戦
を
ロ
ン
ド
ン
の
地
で
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
青
春
真
っ
盛
り
の
時
期
に
戦
争
を
経
験
し
た
若
者
た
ち
は
、
生
き
残
っ
た
者
と
し
て
、
同
年
代
の
戦
死
者
た
ち
に
対
し
て
終
生
変
わ
ら

な
い
感
情
を
抱
き
続
け
る
。
次
の
一
文
は
終
戦
直
後
に
モ
ー
ズ
リ
ー
が
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
二
度
と
戦
争
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
生

き
残
っ
た
人
々
の
た
め
に
よ
り
良
い
社
会
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
胞
の
死
と
い
う
記
憶
に
よ
っ
て
、
我
々
は
よ
り
崇
高
な
世
界

を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
42
（

い
」。
彼
は
す
ぐ
さ
ま
政
治
の
世
界
を
目
指
す
こ
と
を
決
意
し
た
。「
英
雄
た
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
祖
国
（a 

land fit for heroes

）
の
再
建
」
と
「
社
会
主
義
的
帝
国
主
義
の
実
現
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
）
43
（

て
、
一
九
一
八
年
に
モ
ー
ズ
リ
ー
は
保
守

党
の
公
認
候
補
と
し
て
ハ
ロ
ー
か
ら
出
馬
し
勝
利
を
お
さ
め
る
。
こ
こ
に
二
二
歳
の
最
年
少
議
員
が
誕
生
し
た
。

　
モ
ー
ズ
リ
ー
は
議
会
人
と
し
て
政
治
キ
ャ
リ
ア
を
歩
み
始
め
た
、
い
わ
ば
議
会
主
義
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
人
物
で
あ
っ

た
。
そ
の
内
部
に
い
た
モ
ー
ズ
リ
ー
が
、
な
ぜ
後
に
議
会
主
義
を
批
判
す
る
に
至
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
ラ
ン
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カ
ス
タ
ー
公
領
大
臣
時
代
の
彼
の
政
策
と
政
治
的
歩
み
を
振
り
返
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
こ
の
頃
か
ら
強
力
な
統
治
機
構
の
改
革
を
訴

え
て
い
た
の
だ
が
、
後
に
展
開
す
る
よ
う
な
議
会
主
義
批
判
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
長
き
に
わ
た
る
彼
の
議
員
経
験
が
後

の
議
会
主
義
批
判
を
生
み
だ
す
こ
と
に
な
る
。

　
モ
ー
ズ
リ
ー
が
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
公
領
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
九
年
の
第
二
次
労
働
党
政
権
の
組
閣
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。

同
年
の
イ
ギ
リ
ス
は
先
例
に
な
い
ほ
ど
の
経
済
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、
組
閣
さ
れ
た
労
働
党
政
府
の
主
要
課
題
は
高
失
業
率
に
対
処
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
失
業
問
題
に
取
り
組
む
た
め
の
内
閣
委
員
会
が
新
た
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
取
り
ま
と
め
を
任
さ
れ
た
の
は
国
璽
尚
書

で
あ
る
Ｊ
・
Ｈ
・
ト
マ
ス
（Jam

es H
enry Thom

as

）
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
増
大
す
る
失
業
者
数
を
前
に
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
休
職
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
そ
こ
で
モ
ー
ズ
リ
ー
は
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
公
領
大
臣
と
兼
任
し
て
、
失
業
問
題
に
責
任
を
持
つ
ト
マ
ス
の
補
佐
役
に
も
任

命
さ
れ
た
。
主
に
は
ト
マ
ス
の
代
役
と
し
て
、
地
方
の
様
々
な
労
働
計
画
に
関
す
る
特
別
権
限
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ラ

ン
カ
ス
タ
ー
公
領
大
臣
は
閑
職
で
あ
る
が
、
失
業
問
題
は
こ
の
時
代
の
最
大
の
争
点
で
あ
り
、
若
干
三
三
歳
の
モ
ー
ズ
リ
ー
に
と
っ
て
こ

の
特
別
任
務
に
は
職
位
以
上
の
責
任
が
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
モ
ー
ズ
リ
ー
は
、
経
済
学
者
ケ
イ
ン
ズ
の
助
言
を
基
に
自
ら
筆
を
と
り
、
後
に
『
モ
ー
ズ
リ
ー
・
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
』
と
し
て
知
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
一
連
の
包
括
的
な
提
議
書
を
作
成
し
た
。
首
相
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
宛
て
て
、
ト
マ
ス
主
導
の
対
策
を
継
続
す
る
こ
と
は
避
け

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
自
ら
の
提
案
よ
り
も
優
れ
た
代
替
案
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
添
え
て
、
提
議
書
『
モ
ー
ズ

リ
ー
・
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
』
を
内
閣
に
提
出
し
）
44
（
た
。
こ
こ
に
は
短
期
間
で
実
行
可
能
な
対
策
と
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
改
革
が
併
せ
て
示

さ
れ
た
。

　
短
期
的
政
策
と
し
て
、
ま
ず
失
業
率
が
急
激
に
上
昇
し
た
の
は
、
外
国
経
済
の
崩
壊
と
そ
の
外
国
経
済
へ
の
輸
出
に
イ
ギ
リ
ス
が
依
存

し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
し
、
海
外
市
場
の
崩
壊
と
そ
れ
に
伴
う
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
の
不
振
は
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
を
事
実
上
崩
壊
さ
せ
た

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
は
、
世
界
の
輸
出
貿
易
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
以
前
の
シ
ェ
ア
を
取
り
戻
す
こ
と
に
焦
点
を
当
て
た
経
済
政



法学政治学論究　第137号（2023.6）

102

策
が
正
統
派
と
見
做
さ
れ
政
府
内
で
の
影
響
力
を
有
し
て
い
た
が
、
モ
ー
ズ
リ
ー
は
こ
れ
を
時
代
錯
誤
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
外
国
関
税

も
し
く
は
直
接
的
な
統
制
に
よ
っ
て
外
国
製
品
は
締
め
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
か
か
る
条
件
の
下
で
の
み
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
諸
産
業

は
効
率
的
に
機
能
し
、
公
正
な
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
、
い
わ
ば
保
護
貿
易
論
者
の
主
張
を
基
に
し
た
見
解
を
示
し
た
ほ

か
、
失
業
者
の
数
字
を
減
ら
す
た
め
に
、
学
校
卒
業
年
齢
を
一
四
歳
か
ら
一
五
歳
に
延
長
し
、
被
保
険
者
へ
の
年
金
給
付
を
現
行
の
五
五

歳
か
ら
六
〇
歳
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
等
を
提
唱
し
た
。
後
の
フ
ァ
シ
ス
ト
期
の
モ
ー
ズ
リ
ー
に
ま
で
引
き
継
が
れ
る
の
は
保
護
貿
易
の
面

で
あ
り
、
モ
ー
ズ
リ
ー
は
一
貫
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
完
全
雇
用
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
世
界
規
模
の
自
由
貿
易
市

場
か
ら
イ
ギ
リ
ス
を
「
隔
離
す
る
こ
と
」
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

　
ま
た
以
上
の
一
時
的
な
対
策
と
は
別
に
、
長
期
的
視
点
に
た
っ
た
抜
本
的
な
機
構
の
改
革
も
提
唱
し
た
。「
当
面
の
失
業
対
策
と
長
期

の
経
済
再
建
の
両
方
の
目
的
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
採
用
さ
れ
て
き
た
、
あ
る
い
は
現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
、
は
る
か
に
大
規

模
で
包
括
的
な
組
織
が
必
要
で
あ
る
」
と
し
て
政
府
内
に
新
た
な
部
局
を
創
設
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
具
体
的
に
は
、
一
二
人
の
有
給

か
つ
常
勤
の
経
済
学
者
か
ら
な
る
委
員
会
が
、
首
相
直
属
の
組
織
と
し
て
、
議
会
を
通
さ
ず
に
政
府
の
経
済
政
策
全
体
を
決
定
す
る
権
限

を
有
す
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
経
済
学
者
か
ら
な
る
委
員
会
の
決
定
し
た
政
策
を
執
行
す
る
権
限
は
首
相
に
あ
て
ら
れ

た
が
、
あ
く
ま
で
も
閣
僚
委
員
会
の
助
言
を
受
け
て
実
行
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
い
わ
ば
「
経
済
参
謀
本
部
」
の
創
設
で
あ
る
。

　
異
例
の
経
済
危
機
に
対
処
す
る
た
め
に
、
議
会
を
通
さ
ず
に
首
相
権
限
に
よ
り
経
済
政
策
を
遂
行
す
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
と

モ
ー
ズ
リ
ー
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
政
府
の
権
限
を
肥
大
化
さ
せ
る
措
置
は
、
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
（D

avid Lloyd 

G
eorge

）
に
よ
っ
て
一
九
一
六
年
に
創
ら
れ
た
最
高
戦
争
評
議
会
に
先
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
戦
時
中
の
意
志
決
定
を
迅
速
化
さ
せ
る
た
め

の
組
織
で
あ
る
が
、
モ
ー
ズ
リ
ー
に
と
っ
て
目
前
の
経
済
危
機
は
第
一
次
世
界
大
戦
と
重
な
る
ほ
ど
に
深
刻
な
事
態
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
『
モ
ー
ズ
リ
ー
・
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
』
は
首
相
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
命
に
よ
り
、
大
蔵
省
お
よ
び
失
業
対
策
の
た
め
の
内
閣
委
員
会
内

で
慎
重
に
検
討
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
の
側
か
ら
も
拒
否
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
の
最
大
の
要
因
は
、
改
革
案
が
新
部
局
の
創
設
を
伴



オズワルド・モーズリーと戦間期イギリスにおける議会主義批判

103

う
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
自
由
貿
易
に
対
す
る
執
着
を
断
固
と
し
て
示
し
た
大
蔵
大
臣
ス
ノ
ー
デ
ン
（Philip Snow

den

）

に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
ス
ノ
ー
デ
ン
を
中
心
と
し
て
政
府
内
に
は
自
由
貿
易
主
義
に
対
す
る
原
理
主
義
的
と
も
言
え
る
執
着
が
み
ら

れ
）
45
（
た
。「
自
国
民
の
購
買
力
を
基
盤
と
し
た
自
国
市
場
を
発
展
さ
せ
た
）
46
（
い
」
と
考
え
る
モ
ー
ズ
リ
ー
の
主
張
に
対
す
る
代
表
的
な
批
判
は
、

ア
メ
リ
カ
と
比
べ
て
国
土
と
天
然
資
源
の
不
足
は
著
し
く
、
イ
ギ
リ
ス
が
自
国
の
市
場
に
基
づ
い
て
経
済
発
展
を
進
め
る
こ
と
は
実
現
不

可
能
で
あ
る
と
の
指
摘
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
大
英
帝
国
が
充
分
な
資
源
と
貿
易
の
機
会
を
提
供
で
き
る
と
反
論
し
て
い
）
47
（

る
。

　
ま
た
政
府
内
の
失
業
対
策
委
員
会
以
外
に
、
大
蔵
省
も
モ
ー
ズ
リ
ー
の
経
済
政
策
を
内
部
で
検
討
し
て
お
り
、
外
部
識
者
で
あ
る
リ
ー

ス
＝
ロ
ス
の
力
を
借
り
て
『
モ
ー
ズ
リ
ー
・
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
』
お
よ
び
五
年
前
に
書
か
れ
た
『
理
性
に
よ
る
革
命
』（
一
九
二
五
年
）
の
内

容
を
分
析
し
、
次
の
よ
う
な
回
答
を
残
し
て
い
る
。

（
モ
ー
ズ
リ
ー
の
提
唱
す
る
）
産
業
の
合
理
化
は
、
政
府
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
民
間
の
活
動
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
問
題

は
、
国
家
の
必
要
性
と
し
て
、
ま
た
国
家
的
基
盤
に
基
づ
い
て
、
組
織
化
さ
れ
、
推
進
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
、
確
実
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

（
中
略
）
私
は
、
必
要
な
規
模
の
産
業
の
再
編
成
は
、
現
在
完
全
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
株
式
会
社
銀
行
の
積
極
的
な
支
援
な
し
に
は
遂
行
で
き
な
い

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
合
理
化
を
妥
当
な
期
間
内
に
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
誰
か
が
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
銀
行
を
活
気
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
一
方
、
合
理
化
を
も
っ
と
早
く
進
め
な
け
れ
ば
、
政
府
が
そ
れ
を
組
織
す
べ
き
だ
と
い
う
抗
し
難
い
要
求
が
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
産
業
界
に
と
っ
て
も
、
銀
行
に
と
っ
て
も
、
と
り
わ
け
国
家
財
政
に
と
っ
て
も
、
最
悪
の
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
）
48
（
う
。

　
リ
ー
ス
＝
ロ
ス
は
、
国
家
財
政
上
の
危
惧
か
ら
民
間
主
導
の
改
革
を
優
先
さ
せ
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
が
、
社
会
問
題
を
解
決
す
る

上
で
政
府
で
は
な
く
民
間
が
活
動
す
べ
き
説
得
的
な
理
由
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
政
府
が
矢
面
に
立
た
さ
れ
る
前
に
問
題
を
処
理

し
な
け
れ
ば
財
政
上
の
支
障
を
き
た
し
か
ね
な
い
こ
と
を
警
告
し
て
い
る
。
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こ
う
し
て
俎
上
に
は
上
が
っ
た
『
モ
ー
ズ
リ
ー
・
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
』
は
つ
い
に
陽
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
同

時
代
の
知
識
人
や
後
世
の
歴
史
家
か
ら
は
好
意
的
な
評
価
も
受
け
て
い
る
。
例
え
ば
Ｇ
・
Ｄ
・
Ｈ
・
コ
ー
ル
は
『
労
働
党
の
歴
史
』（
一

九
四
八
年
）
に
お
い
て
『
モ
ー
ズ
リ
ー
・
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
』
に
つ
い
て
「
私
は
彼
の
主
張
を
大
筋
に
お
い
て
正
当
だ
と
確
信
し
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
歴
史
家
コ
リ
ン
・
ク
ロ
ス
は
『
モ
ー
ズ
リ
ー
・
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
』
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
チ
ャ
ー
チ
ル
連
立

内
閣
と
一
九
四
五
年
の
労
働
党
政
府
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
経
済
政
策
と
似
て
い
な
く
も
な
い
」「
こ
れ
ら
の
改
革
案
の
い
く
つ
か
は
、

一
年
前
に
べ
ヴ
ィ
ン
に
よ
っ
て
既
に
提
示
さ
れ
て
い
た
計
画
案
に
似
て
い
な
く
も
な
い
代
物
」
と
論
じ
て
い
）
49
（
る
。
ま
た
Ａ
・
Ｊ
・
Ｐ
・
テ

イ
ラ
ー
は
次
の
よ
う
に
評
し
た
。

　
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
モ
ズ
リ
ー
だ
け
が
、
挑
戦
の
大
き
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
立
ち
上
り
を
見
せ
た
。
彼
の
提
案
は
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
も
の
よ
り
創
造

的
で
あ
り
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
経
済
政
策
の
建
設
的
前
進
に
つ
い
て
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
青
写
真
を
提
供
し
て
い
る
。
モ
ズ
リ
ー
が
ど
こ
で
こ
う

し
た
構
想
を
得
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
彼
は
、
自
分
で
そ
れ
を
考
え
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
驚
く
べ
き
業
績
で
あ

り
、
思
弁
的
な
才
能
を
示
す
。（
中
略
）
こ
う
し
た
構
想
は
、
Ｊ
・
Ｈ
・
ト
マ
ス
の
理
解
を
こ
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ス
ノ
ー
ド
ン
や
、
労

働
運
動
内
に
な
お
低
迷
し
て
い
た
自
由
貿
易
感
情
に
と
っ
て
言
語
道
断
な
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
正
統
派
社
会
主
義
に
と
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
程
度

に
、
許
さ
れ
ざ
る
も
の
で
あ
っ
）
50
（

た
。

　「
経
済
参
謀
本
部
」
の
創
設
や
国
家
統
制
下
で
の
遅
れ
た
産
業
部
門
の
合
理
化
、
帝
国
内
自
由
貿
易
と
い
っ
た
諸
提
案
が
あ
っ
け
な
く

拒
絶
さ
れ
る
と
、
モ
ー
ズ
リ
ー
は
自
ら
大
臣
の
地
位
を
手
放
し
、
や
が
て
労
働
党
か
ら
も
離
党
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
蹉
跌
が
、
モ
ー

ズ
リ
ー
に
よ
り
強
力
な
行
政
府
確
立
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
間
も
な
く
し
て
発
表
さ
れ
た

『
モ
ー
ズ
リ
ー
声
明
』
で
は
、
政
府
の
機
構
に
関
し
て
、
細
部
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
改
革
案
を
提
示
し
た
。
そ
こ
で
は
下
院
の
拒
否
権
に
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従
属
す
る
従
来
の
法
律
制
定
権
の
代
わ
り
に
、
命
令
に
基
づ
く
新
し
い
法
律
制
定
権
限
を
有
す
る
五
人
の
無
任
所
大
臣
か
ら
構
成
さ
れ
る

内
閣
を
要
求
し
て
い
た
。
さ
ら
に
後
に
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
代
表
さ
れ
る
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
思
想
が
こ
こ
に
合
流

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
同
年
五
月
の
議
会
で
は
「
経
済
危
機
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
政
府
の
機
構
に
革
命
を
起
こ
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
演
説
を

行
っ
た
。
い
か
な
る
革
命
が
必
要
な
の
か
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、「
首
相
と
大
臣
の
直
接
指
揮
の
も
と
に
運
営
さ
れ
る
、
適
切
な
調
査
部

門
と
経
済
諮
問
部
門
を
備
え
た
中
央
組
織
」
を
創
設
す
る
こ
と
で
、
官
庁
で
は
な
く
政
府
が
政
府
の
主
導
権
を
握
る
べ
き
だ
と
す
る

『
モ
ー
ズ
リ
ー
・
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
』
以
来
の
構
想
で
あ
っ
）
51
（

た
。
こ
の
演
説
は
数
々
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
、『
イ
ブ
ニ
ン
グ
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
』
紙
は
「
最
も
優
れ
た
演
説
の
一
つ
」
と
い
う
最
大
の
賛
辞
を
送
）
52
（
り
、
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
は
モ
ー
ズ
リ
ー
の
「
明
晰
さ
と
セ
ン

ス
」
を
絶
賛
し
）
53
（
た
。三

　「
若
い
国
家
主
義
者
に
よ
る
新
し
い
政
党
」
の
画
策

㈠
　
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
の
設
立

　
労
働
党
を
離
れ
た
モ
ー
ズ
リ
ー
が
次
に
着
手
し
た
の
は
、
新
し
い
政
党
の
設
立
で
あ
る
。
古
い
考
え
に
固
執
し
て
抜
本
的
な
改
革
に
着

手
し
よ
う
と
し
な
い
年
配
の
政
治
家
と
渡
り
合
っ
て
き
た
モ
ー
ズ
リ
ー
は
、
活
力
に
満
ち
た
若
者
に
よ
る
政
党
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
決

意
し
た
。
二
大
政
党
と
い
う
既
存
の
垣
根
を
越
え
て
、
問
題
意
識
を
共
有
す
る
若
手
政
治
家
や
知
識
人
に
次
々
と
接
触
を
試
み
て
い
く
。

そ
の
一
人
が
ハ
ロ
ル
ド
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
で
あ
っ
た
。「
民
主
主
義
は
死
ん
だ
」、
そ
う
呼
び
か
け
る
モ
ー
ズ
リ
ー
に
ニ
コ
ル
ソ
ン
は
共
感
し

て
い
た
と
い
）
54
（
う
。
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当
時
の
ニ
コ
ル
ソ
ン
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ト
ム
（
モ
ー
ズ
リ
ー
の
愛
称
）
は
ど
う
や
ら
若
い
国
家
主
義
者
に
よ
る
新
し
い
政
党
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
ら
し
い
。
彼
は
ま
だ
何
を

す
べ
き
か
、
い
つ
す
べ
き
か
な
ど
明
確
な
構
想
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
い
ま
動
け
ば
時
期
尚
早
だ
し
、
遅
く
な
れ
ば
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失

う
こ
と
に
な
）
55
（
る

　
こ
の
頃
、
ニ
コ
ル
ソ
ン
は
モ
ー
ズ
リ
ー
の
妻
シ
ン
シ
ア
が
所
有
す
る
カ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
に
滞
在
し
、
モ
ー
ズ
リ
ー
が
訴
え
る
経
済

政
策
に
耳
を
傾
け
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
を
あ
る
べ
き
姿
に
立
て
直
す
べ
く
構
想
さ
れ
た
統
治
機
構
改
革
案
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
つ
つ
あ
っ
）
56
（
た
。

そ
し
て
モ
ー
ズ
リ
ー
か
ら
正
式
に
政
党
を
立
ち
上
げ
る
計
画
を
聞
い
た
と
き
、
ニ
コ
ル
ソ
ン
は
日
記
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い

る
。「
モ
ー
ズ
リ
ー
の
巧
み
な
会
話
は
テ
ュ
ー
ダ
ー
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
（Tudor W

alters

）
か
ら
の
出
馬
の
誘
い
を
断
る
の
に
充
分
な
説
得

力
が
あ
）
57
（

る
」。
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
は
自
由
党
所
属
の
政
治
家
で
ニ
コ
ル
ソ
ン
に
出
馬
を
勧
め
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
ニ
コ
ル
ソ
ン
は
、
モ
ー

ズ
リ
ー
が
首
相
に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
わ
ず
、
自
由
党
か
ら
の
出
馬
を
取
り
や
め
て
モ
ー
ズ
リ
ー
に
近
づ
い
て
い
っ
）
58
（

た
。
一
一
月
三
〇

日
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
ト
ム
か
ら
、
間
も
な
く
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
着
手
す
る
と
伝
え
ら
れ
た
。
実
質
的
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
（N

ational Party

）
を
立
ち
上
げ

る
と
の
こ
と
。
彼
は
モ
リ
ス
か
ら
の
資
金
援
助
を
望
ん
で
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
ケ
イ
ン
ズ
や
そ
の
他
の
専
門
家
か
ら
、
彼
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
サ
イ
ン

し
て
も
ら
う
こ
と
も
望
ん
で
い
る
。
オ
リ
バ
ー
・
ス
タ
ン
レ
ー
や
ハ
ロ
ル
ド
・
マ
ク
ミ
ラ
ン
に
加
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
望
ん
で
い
る
。
ビ
ー
バ
ー
ブ

ル
ッ
ク
か
ら
の
支
援
も
望
ん
で
い
）
59
（

る
。
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こ
こ
で
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
重
要
で
あ
る
。
一
般
に
国
家
主
義
や
国
民
主
義
に
基
づ

き
党
派
を
超
え
て
結
束
す
る
政
党
と
し
て
理
解
さ
れ
る
名
称
で
あ
る
が
、
同
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
」

と
い
う
名
称
を
用
い
る
こ
と
に
対
す
る
偏
見
が
、
後
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
拒
絶
す
る
人
々
の
間
で
あ
っ
て
も
薄
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
ニ
コ
ル
ソ
ン
や
ク
レ
メ
ン
ト
・
ア
ト
リ
ー
（Clem
ent Attlee

）
を
は
じ
め
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
拒
絶
し
た
人
々
は
、
そ
の

暴
力
性
を
強
調
し
て
批
判
し
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
そ
れ
自
体
は
批
判
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
」
に
賛
意
を
示
す
若
き
エ
リ
ー
ト
達
の
姿
は
保
守
党
に
も
労
働
党
に
も
み
ら
れ
た
。

　
失
業
者
を
減
ら
す
と
い
う
選
挙
公
約
を
果
た
す
た
め
に
、
閣
僚
の
地
位
を
自
ら
手
放
し
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
変
革
し
よ
う
と
す
る

モ
ー
ズ
リ
ー
の
姿
に
賛
同
す
る
知
識
人
や
政
治
家
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
中
に
は
戦
後
に
首
相
と
な
る
保
守
党
議
員
の
ハ
ロ
ル
ド
・

マ
ク
ミ
ラ
ン
の
姿
も
あ
っ
た
。
モ
ー
ズ
リ
ー
よ
り
二
歳
年
上
の
マ
ク
ミ
ラ
ン
も
「
失
わ
れ
た
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
一
九
八
〇
年
代
に
生
ま

れ
た
人
物
で
あ
り
、「
戦
争
世
代
」
と
し
て
の
自
覚
を
政
治
活
動
の
柱
と
し
て
い
た
モ
ー
ズ
リ
ー
と
次
第
に
親
し
く
な
っ
た
。
モ
ー
ズ

リ
ー
が
労
働
党
を
離
れ
た
と
き
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
異
な
る
政
党
に
所
属
し
て
い
な
が
ら
も
タ
イ
ム
ズ
紙
に
長
文
の
記
事
を
寄
せ
、
モ
ー
ズ

リ
ー
の
信
念
の
強
さ
を
称
え
）
60
（
た
。

　
保
守
党
議
員
と
し
て
著
名
な
存
在
で
あ
っ
た
オ
リ
バ
ー
・
ス
タ
ン
レ
ー
（O

liver Frederick G
eorge Stanley

）
や
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ー
ス

ビ
ー
（Robert John G
raham

 Boothby

）、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
エ
リ
オ
ッ
ト
（W

alter Elliot

）
も
既
存
の
政
党
に
対
し
て
モ
ー
ズ
リ
ー
と
同
様

に
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
）
61
（

た
。
彼
ら
も
モ
ー
ズ
リ
ー
と
共
に
目
前
の
社
会
状
況
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
そ
こ
で
は
「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
政
変

に
よ
っ
て
状
況
は
改
善
さ
れ
る
）
62
（

か
」
と
い
う
議
論
に
も
及
ん
で
い
た
。
ニ
コ
ル
ソ
ン
の
日
記
を
読
む
限
り
、
モ
ー
ズ
リ
ー
は
保
守
党
か
ら

復
帰
を
打
診
さ
れ
て
い
た
が
、
抜
本
的
な
改
革
を
打
ち
出
そ
う
と
し
な
い
政
党
に
所
属
す
る
意
志
は
毛
頭
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
い
よ
い
よ
新
党
結
成
に
向
け
て
動
き
出
し
、
約
一
カ
月
後
に
は
政
策
の
構
想
も
完
成
間
近
と
な
っ
た
。
一
二
月
に
入
り
、
モ
ー
ズ
リ
ー

は
『
モ
ー
ズ
リ
ー
声
明
』
を
発
表
し
、
Ａ
・
Ｊ
・
ク
ッ
ク
（Arthur Jam

es Cook

）
ほ
か
一
七
名
の
労
働
党
員
の
支
持
を
得
）
63
（
た
。
新
た
な
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政
治
運
動
を
始
動
す
る
に
あ
た
っ
て
、
さ
ら
な
る
計
画
を
練
る
た
め
、
モ
ー
ズ
リ
ー
の
カ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
に
は
有
力
な
若
手
政
治
家

が
集
め
ら
れ
た
。「
モ
ー
ズ
リ
ー
の
邸
宅
に
、
オ
リ
バ
ー
・
ス
タ
ン
レ
ー
、
ハ
ロ
ル
ド
・
マ
ク
ミ
ラ
ン
、
そ
の
他
の
議
会
議
員
と
と
も
に

集
ま
る
」
と
ニ
コ
ル
ソ
ン
は
記
録
を
残
し
て
い
）
64
（
る
。
そ
の
後
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
に
促
さ
れ
て
、
一
九
三
一
年
一
月
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

モ
リ
ス
（W

illiam
 Richard M

orris

）
か
ら
五
万
ポ
ン
ド
の
資
金
援
助
を
得
）
65
（
て
、
つ
い
に
三
月
に
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
を
結
成
し
た
。
こ

の
党
こ
そ
が
イ
ギ
リ
ス
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
風
を
巻
き
起
こ
す
「
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
」
の
前
身
組
織
で
あ
る
。

　
当
時
は
モ
ー
ズ
リ
ー
の
経
済
復
興
政
策
に
共
鳴
し
新
党
結
成
に
賛
同
す
る
知
的
水
準
の
高
い
若
者
が
一
定
数
い
た
。
参
加
し
た
国
会
議

員
は
保
守
党
か
ら
は
Ｗ
・
Ｅ
・
Ｄ
・
ア
レ
ン
、
労
働
党
か
ら
は
モ
ー
ズ
リ
ー
の
妻
の
シ
ン
シ
ア
・
モ
ー
ズ
リ
ー
、
ジ
ョ
ン
・
ス
ト
レ
イ

チ
ー
（John Strachey

）、
ロ
バ
ー
ト
・
ホ
ー
ガ
ン
（Robert Forgan

）、
Ｗ
・
Ｊ
・
ブ
ラ
ウ
ン
（W

illiam
 John Brow

n

）
そ
れ
に
保
守
党
党

首
の
子
息
で
あ
る
オ
リ
バ
ー
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
（O

liver Ridsdale Baldw
in

）
が
い
）
66
（
た
。
知
識
人
層
で
は
作
家
の
オ
ス
バ
ー
・
シ
ト

ウ
ェ
ル
（Francis O

sbert Sacheverell Sitw
ell

）
も
当
初
は
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
の
一
員
で
あ
っ
た
し
、
哲
学
者
の
シ
リ
ル
・
ジ
ョ
ー
ド

（Cyril Edw
in M

itchinson Joad

）
は
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
で
宣
伝
局
長
を
任
さ
れ
て
い
た
。
メ
ン
バ
ー
と
し
て
は
活
動
し
な
か
っ
た
が
、

ケ
イ
ン
ズ
も
モ
ー
ズ
リ
ー
の
提
唱
し
た
経
済
政
策
を
評
価
し
て
い
た
。
ニ
コ
ル
ソ
ン
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
ケ
イ
ン
ズ
は
ニ
コ
ル
ソ
ン
に
対

し
て
、
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
へ
の
投
票
を
約
束
し
て
い
る
。

　
一
九
三
一
年
四
月
二
九
日
。
私
は
ク
ラ
イ
ヴ
・
ベ
ル
（Arthur Clive H

ew
ard Bell

）
と
ケ
イ
ン
ズ
と
夕
食
を
共
に
し
た
。
ケ
イ
ン
ズ
は

ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
の
経
済
政
策
に
つ
い
て
と
て
も
有
益
な
助
言
を
く
れ
た
。
し
か
も
彼
は
、
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
に
投
票
す
る
と
言
っ
て
い
た
。
労

働
党
の
自
由
貿
易
に
対
す
る
態
度
に
、
ケ
イ
ン
ズ
は
う
ん
ざ
り
さ
せ
ら
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
一
方
で
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
の
経
済
政
策
が
他
の
党
が
提

出
し
う
る
ど
の
政
策
よ
り
も
理
に
か
な
っ
て
い
て
魅
力
的
だ
と
言
っ
て
く
れ
）
67
（

た
。
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失
業
率
が
二
三
・
一
％
と
い
う
絶
望
的
な
状
況
に
あ
っ
て
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
聡
明
な
若
者
た
ち
は
新
党
結
成
に
向
け
て
奔
走
す
る

モ
ー
ズ
リ
ー
の
背
に
未
来
を
見
た
の
で
あ
る
。
こ
の
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
政
界
に
お
い
て
は
、
モ
ー
ズ
リ
ー
は
ま
だ
有
能
な
人
物
と
し
て
評

価
を
得
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
）
68
（
う
。

　
そ
の
具
体
的
な
政
策
と
思
想
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
の
会
報
誌
「
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
・
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
」
の
な
か

で
明
快
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
巻
は
哲
学
者
の
シ
リ
ル
・
ジ
ョ
ー
ド
に
よ
っ
て
監
修
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
が
設
立
さ
れ
た
目

的
に
関
す
る
記
述
か
ら
始
ま
）
69
（
る
。
冒
頭
に
は
「
英
雄
た
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
祖
国
」
と
い
う
、
一
〇
年
以
上
前
に
、
モ
ー
ズ
リ
ー
が
初
め
て

選
挙
に
臨
ん
だ
際
に
公
約
に
掲
げ
た
フ
レ
ー
ズ
を
こ
こ
で
も
用
い
、
と
り
わ
け
戦
争
世
代
に
訴
え
か
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
も

ニ
コ
ル
ソ
ン
が
編
集
長
を
任
さ
れ
た
機
関
紙
『
ア
ク
シ
ョ
ン
（A

ction

）』
に
も
政
策
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、（
１
）
議
会

の
改
革
、（
２
）
経
済
政
策
の
厳
正
な
保
護
貿
易
の
必
要
性
、（
３
）
帝
国
内
で
の
協
力
、（
４
）
政
府
に
対
す
る
全
権
法
案
を
公
約
に
掲

げ
て
い
）
70
（
た
。

㈡
　
小
選
挙
区
制
の
障
壁

　
結
論
を
先
取
り
す
る
と
、
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
最
大
の
要
因
は
小
選
挙
区
制
に
あ
る
。
ニ
ュ
ー
・
パ
ー

テ
ィ
設
立
か
ら
間
も
な
く
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
は
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
保
守
党
や
労
働
党
か
ら
移
籍
し
て
モ
ー
ズ

リ
ー
の
元
に
集
ま
っ
た
は
ず
の
仲
間
た
ち
は
、
選
挙
で
議
席
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
て
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
か
ら
離
れ
て
古
巣
の
政
党
に

戻
っ
て
い
っ
た
。
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
か
ら
出
馬
し
て
総
選
挙
を
戦
っ
た
モ
ー
ズ
リ
ー
も
議
席
を
失
う
結
果
と
な
る
。
小
選
挙
区
制
を
導

入
す
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
二
大
政
党
以
外
の
小
規
模
政
党
に
は
構
造
的
に
票
が
流
れ
に
く
い
仕
組
み
が
確
立
し
て
い
る
た
め
に
、
新
た
な

政
党
が
総
選
挙
で
議
席
を
と
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　
さ
ら
に
、
モ
ー
ズ
リ
ー
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
賛
同
し
た
政
治
家
の
中
に
は
、
い
ざ
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
が
設
立
さ
れ
る
と
、
移
籍
す
る
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姿
勢
を
見
せ
ず
に
既
存
の
政
党
に
残
る
者
も
い
た
。
そ
の
一
人
が
、
当
初
は
モ
ー
ズ
リ
ー
を
高
く
評
価
し
て
い
た
マ
ク
ミ
ラ
ン
で
あ
る
。

ニ
コ
ル
ソ
ン
は
あ
る
日
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
向
か
う
列
車
の
な
か
で
マ
ク
ミ
ラ
ン
に
遭
遇
し
、
そ
の
と
き
の
こ
と
を
日
記
に
綴
っ
て
い

る
。

　
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
向
か
う
列
車
の
な
か
で
ハ
ロ
ル
ド
・
マ
ク
ミ
ラ
ン
に
会
っ
た
。
彼
は
若
い
保
守
党
議
員
た
ち
の
見
解
と
同
様
に
、「
自
分
の

心
は
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
に
あ
る
が
、
自
分
が
保
守
党
に
残
る
こ
と
で
こ
そ
手
助
け
で
き
る
と
思
う
」
と
言
う
。
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
、
ニ
ュ
ー
・
パ
ー

テ
ィ
が
議
席
を
取
る
こ
と
に
対
し
て
は
否
定
的
で
は
な
い
。「
保
守
党
、
自
由
党
、
労
働
党
に
属
す
る
多
く
の
若
者
た
ち
の
票
は
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ

に
流
れ
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
た
。
マ
ク
ミ
ラ
ン
の
予
測
に
よ
れ
ば
現
政
権
は
あ
と
二
年
ほ
ど
存
続
す
る
ら
し
い
。
だ
が
五
年
の
う
ち
に
、

ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
に
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
す
る
だ
ろ
う
と
言
）
71
（

う
。

　
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
、
権
謀
術
数
に
長
け
た
老
獪
な
政
治
家
で
あ
っ
た
と
の
評
価
を
持
つ
人
物
で
あ
）
72
（
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
一
九
五
七
年
か
ら

六
三
年
に
い
た
る
ま
で
の
長
き
に
わ
た
っ
て
首
相
の
地
位
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　
も
と
も
と
彼
は
「
古
い
政
党
組
織
は
摩
耗
し
て
お
り
、
今
の
有
権
者
は
（
中
略
）
人
間
や
政
策
を
み
て
い
る
と
思
）
73
（

う
」
と
い
う
問
題
意

識
を
共
有
し
て
、
モ
ー
ズ
リ
ー
の
邸
宅
に
も
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
た
。
だ
が
、
彼
は
総
選
挙
を
前
に
一
度
立
ち
止
ま
り
、「
保
守
党
に

残
る
べ
き
か
、
関
係
を
断
つ
べ
き
）
74
（

か
」
自
問
自
答
し
た
。
そ
の
答
え
は
、「
保
守
党
は
巨
大
な
力
を
持
つ
道
具
な
の
だ
」
と
残
留
を
決
め

た
）
75
（

。
心
情
的
に
は
モ
ー
ズ
リ
ー
の
政
策
や
政
治
運
動
に
共
感
を
寄
せ
て
い
て
も
、
小
選
挙
区
制
を
と
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
権
力
を
志
向

す
る
た
め
に
は
、
む
し
ろ
従
来
の
政
党
政
治
の
枠
内
に
い
た
ほ
う
が
有
利
に
映
っ
た
。
モ
ー
ズ
リ
ー
の
運
動
に
よ
っ
て
既
存
の
政
治
体
制

が
変
化
す
る
の
か
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
時
期
に
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
慎
重
に
動
い
た
。

　
そ
の
後
、
挙
国
一
致
内
閣
の
信
を
国
民
に
問
う
べ
く
、
総
選
挙
は
一
九
三
一
年
一
〇
月
二
七
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
政
界
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に
若
者
世
代
の
新
し
い
風
を
吹
か
せ
よ
う
と
待
ち
構
え
て
い
た
モ
ー
ズ
リ
ー
は
つ
い
に
自
ら
立
ち
上
げ
た
政
党
に
よ
っ
て
選
挙
に
臨
む
機

会
を
手
に
す
る
。
だ
が
ヤ
ン
グ
、
ス
ト
レ
イ
チ
ー
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
こ
の
時
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
を
去
っ
た
。
総
選
挙

で
議
席
を
得
る
た
め
に
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
を
捨
て
以
前
の
所
属
政
党
に
戻
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
モ
ー
ズ
リ
ー
は
弁
が
立
つ
こ
と
で
有
名
だ
っ
た
。
テ
レ
ビ
が
な
い
時
代
、
政
治
集
会
に
は
今
の
政
治
家
に
は
望
む
べ
く
も
な
い
数
の
聴

衆
が
集
ま
っ
た
が
、
数
万
と
い
う
群
衆
を
前
に
演
説
す
る
こ
と
は
、
モ
ー
ズ
リ
ー
に
と
っ
て
造
作
も
な
い
こ
と
だ
っ
）
76
（

た
。
だ
が
、
モ
ー
ズ

リ
ー
の
巧
み
な
話
術
を
も
っ
て
し
て
も
、
総
選
挙
で
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
が
成
果
を
残
す
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
結
果
、
挙
国
一
致
政
権

側
が
全
六
一
五
議
席
の
う
ち
五
五
四
議
席
を
獲
得
し
て
圧
勝
し
、
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
の
候
補
者
二
四
人
全
員
が
落
選
し
て
し
ま
っ
た
。

モ
ー
ズ
リ
ー
も
議
席
を
失
い
、
し
か
も
得
票
率
は
最
下
位
で
あ
っ
）
77
（
た
。

　
小
選
挙
区
制
を
採
用
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
政
界
に
新
規
参
入
し
よ
う
と
す
る
政
党
の
候
補
者
が
当
選
す
る
可
能
性
は
歴

史
的
に
低
）
78
（
い
。
加
え
て
、
モ
ー
ズ
リ
ー
と
同
時
代
を
生
き
た
オ
ー
ウ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
「
事
態
を
左
右
す
る
の
は
議
会
で
あ
っ
て
、
新
し
い

内
閣
が
出
現
す
れ
ば
め
ざ
ま
し
い
変
化
が
期
待
さ
れ
る
、
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
は
、
一
九
二
三
年
（
正
し
く
は
一
九
二
四
年
一
月
）
の
第

一
回
労
働
党
政
府
以
来
次
第
に
薄
れ
て
き
て
い
る
」
の
で
あ
っ
）
79
（
た
。

　
結
局
、
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
か
ら
の
大
命
で
引
き
続
き
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
挙
国
一
致
内
閣
の
首
相
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
、
モ
ー
ズ

リ
ー
の
ニ
ュ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
は
実
を
結
ぶ
こ
と
な
く
、
静
か
に
終
わ
り
を
告
げ
た
。
留
意
す
べ
き
は
、
モ
ー
ズ
リ
ー
は
必
ず
し
も
政
治
諸

目
的
の
食
い
違
い
に
よ
り
メ
ン
バ
ー
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
、
モ
ー
ズ
リ
ー
の
政
治
運
動
に
賛
意
を

示
し
な
が
ら
、
当
選
す
る
こ
と
を
優
先
し
て
自
ら
批
判
し
た
か
つ
て
の
所
属
政
党
に
戻
る
道
を
選
択
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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四
　
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
の
設
立
と
議
会
主
義
批
判

　
モ
ー
ズ
リ
ー
は
こ
こ
か
ら
本
格
的
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
助
言
を
得
て
一
九
三
二
年
一
〇
月
に
イ
ギ

リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
（the British U

nion of Fascists

）
を
立
ち
上
げ
た
彼
は
、
同
時
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
教
義
と

政
策
を
説
明
し
た
『
グ
レ
ー
タ
ー
・
ブ
リ
テ
ン
』（
一
九
三
二
年
）
を
刊
行
し
、
既
存
の
政
治
体
制
を
批
判
し
て
改
革
を
訴
え
た
。
議
会
主

義
に
対
す
る
批
判
が
著
作
に
記
さ
れ
る
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
ま
ず
は
現
行
の
政
治
制
度
を
改
革
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論

じ
て
い
る
。

　
英
国
は
戦
争
時
代
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
特
殊
な
原
因
に
よ
っ
て
複
雑
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
一
九
世
紀
に
よ
っ

て
、
ま
た
一
九
世
紀
の
た
め
に
設
計
さ
れ
た
政
府
の
制
度
に
大
き
く
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
個
々
の
政
府
の
行
動
や
能
力
に
対
す
る
不
満
は
さ
て
お

き
、
私
は
、
現
行
の
制
度
の
も
と
で
は
、
政
府
は
効
率
的
に
運
営
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
本
書
の
目
的
は
、
現
状
の
分
析
と
建
設
的

な
政
策
に
よ
っ
て
、
根
本
的
な
変
革
の
必
要
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
我
が
国
の
政
治
制
度
は
、
実
質
的
に
は
一
八
三
二
年
に
始
ま
っ

た
も
の
で
あ
）
80
（

る
。

　
一
八
三
二
年
と
は
第
一
次
選
挙
法
改
正
が
行
わ
れ
た
年
で
あ
る
。
腐
敗
選
挙
区
を
廃
止
し
、
ま
た
選
挙
権
の
拡
大
を
図
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
九
二
九
年
に
至
る
ま
で
五
回
に
わ
た
る
選
挙
法
改
正
を
経
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
男
女
普
通
選
挙
権
を
確
立
し
、
現
在

に
至
る
ま
で
議
会
主
義
を
基
調
と
す
る
政
治
体
制
を
持
続
し
て
き
た
。
な
に
ゆ
え
モ
ー
ズ
リ
ー
は
こ
の
一
八
三
二
年
以
来
の
議
会
主
義
的

政
治
制
度
を
批
判
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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第
一
に
、
目
前
に
深
刻
な
経
済
不
況
が
広
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
が
無
益
な
議
論
を
繰
り
広
げ
、
政
府
の
足
枷
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
閣
僚
や
首
相
経
験
者
の
中
に
は
、
自
ら
望
む
政
策
を
実
施
す
る
上
で
議
会
を
障
壁
と
し
て
認
識
す
る
者
が
一

定
数
い
た
。
例
え
ば
保
守
党
の
党
首
を
務
め
た
ス
タ
ン
リ
ー
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
（Stanley Baldw

in

）
は
一
九
三
六
年
に
議
場
で
熱
弁

を
振
る
い
、「
民
主
主
義
は
全
体
主
義
体
制
の
「
効
率
性
」
に
対
抗
で
き
な
い
」「
民
主
主
義
は
常
に
独
裁
者
に
二
年
遅
れ
て
い
る
」
と
訴

え
）
81
（

た
。
ま
た
モ
ー
ズ
リ
ー
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
政
府
の
あ
ら
ゆ
る
行
為
が
、
行
政
問
題
に
つ
い
て
の
経
験
も
知
識
も
ほ
と
ん

ど
な
い
議
会
で
、
詳
細
か
つ
妨
害
的
な
議
論
に
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
、
到
底
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
自
由
の
起
源
と
し
て
善

意
で
始
ま
っ
た
こ
の
幻
想
的
な
制
度
は
、
多
く
の
些
細
な
制
限
で
市
民
を
縛
り
、
歴
代
の
政
府
の
手
を
縛
る
こ
と
で
終
焉
を
迎
え
）
82
（

た
」。

　
ア
メ
リ
カ
の
政
治
体
制
が
行
政
権
と
立
法
権
が
独
立
し
て
相
互
に
抑
制
・
均
衡
を
は
か
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
院
内

閣
制
は
、
議
会
の
信
任
に
依
存
す
る
形
で
内
閣
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
議
会
と
首
相
は
そ
れ
ぞ
れ
不
信
任
案
提
出
権
と
解
散
権
を
有
す
る

こ
と
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
院
内
閣
制
を
権
力
分
立
制
の
一
形
態
と
し
て
位
置
づ
け
る
議
論
も
あ
る
一
方
で
、
例
え
ば
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
バ

ジ
ョ
ッ
ト
（W

alter Bagehot

）
は
『
イ
ギ
リ
ス
憲
政
論
』
の
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
体
に
関
す
る
三
権
分
立
に
よ
る
抑
制
・
均
衡
と
い
う

定
説
を
形
式
的
な
権
力
配
置
論
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
斥
け
、
議
員
内
閣
制
の
本
質
を
「
権
力
融
合
」
と
し
て
捉
え
）
83
（
る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
理

解
に
よ
れ
ば
、
国
王
の
行
政
権
へ
の
介
入
に
抵
抗
す
る
上
で
、
議
会
に
信
任
さ
れ
た
、
首
相
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
リ
ッ
プ
で
安
定
的
・
効

果
的
な
政
策
の
実
施
を
可
能
な
ら
し
め
る
政
治
体
制
こ
そ
が
イ
ギ
リ
ス
の
議
員
内
閣
制
で
あ
る
。
行
政
・
立
法
・
司
法
が
相
互
に
抑
制
し

合
う
の
で
は
な
く
、
国
王
・
貴
族
院
・
庶
民
院
が
相
互
に
抑
制
と
均
衡
を
は
か
っ
て
い
る
点
に
イ
ギ
リ
ス
の
三
権
分
立
の
特
徴
が
あ
ろ
う
。

議
会
は
必
ず
し
も
行
政
府
の
権
力
の
氾
濫
を
抑
え
込
む
装
置
と
し
て
の
み
期
待
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
内
閣
が
効
果
的
に
政
策
を

実
施
す
る
た
め
の
補
助
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
、
相
反
す
る
二
つ
の
解
釈
が
成
り
立
ち
う
る
。
モ
ー
ズ
リ
ー
は
、
目
前
の
議
会
に

対
し
て
、
内
閣
の
補
助
的
役
割
と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
た
。

　
一
九
二
四
年
の
第
一
次
労
働
党
政
権
お
よ
び
モ
ー
ズ
リ
ー
が
大
臣
を
務
め
た
一
九
二
九
年
以
降
の
第
二
次
労
働
党
政
権
は
少
数
与
党
で
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あ
り
、
議
会
で
の
多
数
派
を
形
成
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
労
働
党
は
内
部
で
の
分
裂
を
抱
え
、
ま
た
労
働
党
組
合
と
の
対

立
も
あ
っ
た
た
め
に
、
行
政
府
と
し
て
の
内
閣
の
意
向
が
し
ば
し
ば
議
会
と
の
関
係
で
対
立
す
る
こ
と
も
み
ら
れ
た
。
議
会
の
中
で
の
多

数
派
工
作
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き
が
独
り
歩
き
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
の
民
意
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
、
そ
の
こ
と
が
モ
ー
ズ
リ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
一
部
の
若
手
の
政
治
家
や
知
識
人
に
議
会
主
義
へ
の
不
信
を
も
た
ら
す
要
因
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　
戦
間
期
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
そ
れ
ま
で
二
大
政
党
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
自
由
党
が
衰
退
し
、
労
働
党
が
台
頭
す
る
過
渡
期
に
あ
っ
た

た
め
に
、
単
独
で
過
半
数
を
獲
得
で
き
る
政
党
が
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
政
党
間
の
立
場
の
調
整
に
時
間
を
要
す
る
事
態
が
生
じ

て
い
た
。
一
九
三
一
年
の
総
選
挙
で
連
立
政
権
が
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
首
相
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
党
内
造
反
に
よ
り
労
働
党
党
首
か

ら
解
任
さ
れ
て
お
り
、
政
権
は
不
安
定
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
で
は
保
守
党
、
労
働
党
、
自
由
党
が
鼎

立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
政
党
も
議
会
で
の
過
半
数
が
得
ら
れ
ず
に
、
民
意
と
は
か
け
離
れ
た
政
局
の
動
き
に
よ
っ
て
内
閣
が

成
立
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
立
法
府
の
意
向
と
行
政
府
の
意
向
が
一
致
す
る
よ
う
に
制
度
設
計
さ
れ
た
議
員
内
閣
制
と
は
か
け
離
れ
た
現

実
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
た
と
え
議
会
が
内
閣
か
ら
提
出
さ
れ
る
法
案
を
否
決
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
社
会
に
と
っ
て
有
益
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る

な
ら
ば
モ
ー
ズ
リ
ー
は
議
会
主
義
批
判
に
は
至
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
モ
ー
ズ
リ
ー
の
目
に
は
、
議
会
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
討
論

が
目
前
の
社
会
の
要
請
に
応
え
て
い
な
い
よ
う
に
映
っ
た
。「
議
会
は
、
民
意
の
代
弁
者
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
現
状
で
は
、
そ
の
時
間
は
主
に
、
国
民
が
知
り
も
し
な
い
こ
と
、
気
に
か
け
も
し
な
い
こ
と
に
費
や
し
て
い
る
。
主
要
な
問
題

を
排
除
し
て
、
各
省
庁
や
地
方
の
利
害
関
係
者
が
議
会
に
持
ち
込
む
多
数
の
小
さ
な
対
策
を
延
々
と
議
論
す
る
こ
と
で
、
誰
か
が
良
く
な

る
と
考
え
る
の
は
ば
か
げ
て
い
る
。
公
共
の
利
益
が
小
さ
い
こ
の
よ
う
な
問
題
に
、
国
会
の
時
間
が
奪
わ
れ
過
ぎ
て
い
る
。
そ
の
議
論
も

た
い
て
い
は
無
益
な
も
の
で
あ
）
84
（

る
」。

　
な
お
こ
の
よ
う
な
議
会
討
論
の
形
骸
化
に
つ
い
て
は
ハ
ロ
ル
ド
・
ラ
ス
キ
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
戦
間
期
に
お
い
て
議
会
の
地
位
が
低
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下
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
モ
ー
ズ
リ
ー
と
は
幾
分
違
っ
た
見
方
を
提
示
し
て
い
る
。「
国
会
議
員
は
、
衆
議
院
最
前
列
の
議
席
に
座
る
両

党
の
指
導
的
議
員
で
さ
え
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
し
に
、
国
民
の
関
心
を
捉
え
る
こ
と
が
戦
前
の
時
期
に
比
べ
て
は
る
か
に
少
な
く
な
っ

た
）
85
（

」
こ
と
に
つ
い
て
は
モ
ー
ズ
リ
ー
と
同
じ
認
識
で
あ
る
が
、
ラ
ス
キ
に
言
わ
せ
れ
ば
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
討
論
自
体
の
意
義
ま
た
は
重

要
性
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
一
昔
前
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
問
題
や
選
挙
法
の
改
正
、
国
民
教
育
の
原

則
な
ど
は
、
あ
ら
ゆ
る
責
任
あ
る
市
民
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
得
た
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
（W

illiam
 G

ladstone

）
や
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
（Benjam

in D
israeli

）
の
よ
う
な
人
に
よ
っ
て
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
、
庶
民
院
で
の
討

論
が
た
だ
ち
に
国
民
関
心
の
的
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
関
税
表
の
細
目
、
レ
ー
ト
引
下
げ
計
画
の
方
針
、
農

業
お
よ
び
海
運
へ
の
補
助
金
の
条
件
な
ど
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
取
り
扱
う
こ
と
が
難
し
い
議
題
が
多
く

討
論
の
場
に
持
ち
込
ま
れ
、
新
聞
各
紙
も
討
論
内
容
の
報
道
の
ウ
ェ
イ
ト
を
徐
々
に
下
げ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　
つ
ま
り
モ
ー
ズ
リ
ー
に
は
無
益
に
映
る
議
会
討
論
は
、
ラ
ス
キ
に
は
単
に
一
般
大
衆
の
耳
目
を
引
く
内
容
で
な
い
だ
け
で
あ
り
、
討
論

自
体
の
意
義
は
認
め
て
い
た
点
に
相
違
が
あ
る
。
他
方
、「
ど
の
よ
う
な
制
度
と
い
え
ど
も
、
制
度
の
も
と
で
み
ず
か
ら
の
責
め
に
よ
ら

ず
貧
困
に
陥
り
、
生
産
物
の
あ
ふ
れ
る
真
っ
た
だ
中
で
分
け
前
に
あ
ず
か
る
こ
と
な
く
喘
ぎ
苦
し
む
大
衆
に
対
し
て
何
も
成
し
得
な
い
と

す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
制
度
は
長
く
存
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
警
告
を
促
し
て
い
る
点
は
、
モ
ー
ズ
リ
ー
と
ラ
ス
キ
が
共
有
す
る

問
題
意
識
で
あ
ろ
）
86
（
う
。

　
そ
の
よ
う
な
前
提
の
上
で
ラ
ス
キ
は
議
会
討
論
の
存
続
を
認
め
た
の
に
対
し
て
、
モ
ー
ズ
リ
ー
は
議
会
討
論
の
廃
止
を
訴
え
た
。「
現

在
の
議
会
制
度
は
国
民
の
意
志
の
表
現
で
は
な
く
、
否
定
で
あ
）
87
（

る
」
と
断
じ
、
立
法
に
際
し
て
「
多
数
派
」（
す
な
わ
ち
内
閣
）
の
意
志
の

遂
行
を
議
会
が
妨
害
し
て
い
る
と
見
做
し
、
批
判
を
繰
り
広
げ
る
。
議
院
内
閣
制
に
お
い
て
は
、
立
法
府
を
構
成
す
る
庶
民
院
も
、
行
政

府
を
構
成
す
る
内
閣
も
、
い
ず
れ
も
間
接
民
主
主
義
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
た
め
に
、
二
つ
の
民
意
を
体
現
す
る
組
織
が
国
家
権
力
構
造
の

中
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
モ
ー
ズ
リ
ー
は
、
内
閣
を
「
多
数
派
」
と
見
做
し
、
国
民
の
意
志
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
政
府
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の
命
令
に
よ
っ
て
立
法
す
る
権
力
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
だ
が
議
会
そ
の
も
の
を
廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、
議
会
が

罷
免
権
を
保
持
し
た
ま
ま
討
論
の
み
を
排
す
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た
。

　
我
々
は
国
民
の
同
意
の
も
と
で
、
有
効
な
目
的
の
た
め
に
議
会
の
合
理
化
を
は
か
り
、
最
新
式
に
変
革
し
た
い
。
無
益
な
議
論
を
排
し
、
政
府
に
権

限
を
与
え
よ
う
と
我
々
が
考
え
て
い
る
の
は
事
実
だ
が
、
そ
れ
は
行
動
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
誰
か
が
力
を
持
た
な
い
限
り
は
何
も
実
現
で
き
な
い
か

ら
だ
。
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
議
会
は
、
依
然
と
し
て
政
府
を
解
散
さ
せ
る
権
限
を
持
つ
た
め
、
そ
れ
は
独
裁
を
意
味
し
な

い
。
し
か
し
、
我
々
は
直
ち
に
全
権
委
任
法
案
（G

eneral Pow
ers Bill

）
を
可
決
し
、
評
議
会
（Council

）
命
令
に
よ
っ
て
フ
ァ
シ
ス
ト
政
府
に
行

動
す
る
権
限
を
与
え
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
議
会
の
妨
害
に
よ
っ
て
多
数
派
の
意
志
を
妨
害
す
る
よ
う
な
少
数
派
の
権
力
は
、
間
違
い
な
く
終
焉
を

迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
を
自
由
主
義
の
終
焉
だ
と
言
う
人
も
い
る
が
、
我
々
は
こ
れ
こ
そ
が
自
由
主
義
の
始
ま
り
だ
と
言
い
た
い
。
真
の
自
由
主
義
と
は
経
済
的
自
由

の
こ
と
で
あ
る
。
経
済
的
自
由
に
よ
っ
て
、
我
々
は
安
定
し
た
職
業
と
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。（
中
略
）
今
日
の
経
済
的
混
乱
の
な
か
に
自
由

は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
混
乱
に
終
止
符
を
う
ち
、
人
々
が
自
由
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
は
、
政
府
に
権
限
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

日
、
国
民
の
自
由
を
象
徴
し
て
い
る
か
に
見
え
る
議
会
の
妨
害
を
断
ち
切
ら
な
い
限
り
、
政
府
は
行
動
す
る
力
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
日

「
自
由
主
義
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
十
九
世
紀
的
な
愚
か
な
も
の
で
あ
り
、
真
の
自
由
主
義
は
、
そ
れ
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
の
で

あ
る
。
我
々
は
、
人
民
の
生
き
る
自
由
と
、
人
生
の
果
実
を
享
受
す
る
自
由
と
、
数
人
の
老
人
が
議
会
の
議
論
に
熱
中
す
る
自
由
と
の
ど
ち
ら
か
を
選

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
88
（
い
。

　
以
上
の
引
用
に
モ
ー
ズ
リ
ー
の
議
会
主
義
批
判
の
も
う
一
つ
の
核
心
部
分
が
あ
ろ
う
。
彼
が
現
行
の
議
会
を
批
判
し
て
い
る
の
は
、
議

会
が
も
っ
ぱ
ら
政
治
的
自
由
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
り
、「
経
済
的
自
由
」
を
体
現
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
時

左
派
系
知
識
人
を
中
心
に
広
く
展
開
さ
れ
た
議
論
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
選
挙
を
通
じ
た
政
治
的
自
由
と
は
既
存
の
社
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会
構
造
を
固
定
化
す
る
仕
組
み
に
過
ぎ
な
い
。「
真
の
自
由
主
義
」
と
は
人
々
の
「
経
済
的
自
由
」
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
世
界
恐

慌
の
煽
り
を
う
け
て
困
窮
す
る
人
々
を
救
済
し
、
彼
ら
が
豊
か
に
な
る
こ
と
で
こ
そ
自
由
主
義
が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
発
想
に
基
づ
い
て

い
る
。
そ
こ
で
は
政
治
的
自
由
は
次
善
の
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
モ
ー
ズ
リ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
深
く
根
づ
く
自
由
主
義
や
民
主
主
義

と
い
う
概
念
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
逆
手
に
と
っ
て
、
廃
止
す
る
の
は
あ
く
ま
で
討
論
で
あ
り
、
議
会
に
内
閣
の
解
散
権

を
保
持
さ
せ
る
限
り
に
お
い
て
民
主
主
義
が
損
な
わ
れ
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
議
会
が
膠
着
状
態
に
陥
っ
て
政
府
が
何
も
行
動
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
選
挙
で
議
員
に
信
託
が
与
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
議

会
主
義
は
万
能
な
政
治
体
制
と
は
い
え
な
い
。
目
前
に
広
が
る
経
済
問
題
を
解
決
に
導
く
た
め
に
は
、
よ
り
強
い
権
限
を
内
閣
に
集
中
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
モ
ー
ズ
リ
ー
は
考
え
た
。
そ
し
て
人
々
が
経
済
的
豊
か
さ
を
手
に
し
た
と
き
初
め
て
真
の
自
由
主
義
が
実
現
す
る

と
い
う
論
理
を
組
み
立
て
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
モ
ー
ズ
リ
ー
は
経
済
危
機
が
克
服
さ
れ
れ
ば
議
会
の
権
限
は
回
復
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
は
や
議
会
に

強
い
権
限
を
付
与
す
る
時
代
は
完
全
に
終
焉
し
た
と
考
え
て
い
た
。
経
済
状
況
が
改
善
し
て
も
な
お
、
モ
ー
ズ
リ
ー
は
既
存
の
政
府
の
形

態
と
代
表
制
に
対
す
る
批
判
を
繰
り
広
げ
た
。
国
政
議
員
と
し
て
目
の
当
た
り
に
し
た
政
治
シ
ス
テ
ム
を
「
不
正
と
裏
切
り
の
シ
ス
テ

ム
」
と
形
容
し
、
そ
の
機
能
不
全
を
訴
え
続
け
た
の
で
あ
）
89
（

る
。

　
放
任
主
義
的
な
自
由
主
義
を
放
棄
し
て
国
家
介
入
型
の
自
由
主
義
に
よ
り
経
済
危
機
を
乗
り
越
え
る
べ
き
だ
と
す
る
議
論
は
Ｅ
・
Ｈ
・

カ
ー
や
ケ
イ
ン
ズ
に
も
み
ら
れ
る
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
の
言
論
空
間
を
支
配
し
た
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
強
い
権
限
を
内
閣
に
集
中

さ
せ
れ
ば
問
題
が
解
決
さ
れ
る
と
い
う
議
論
に
せ
よ
、
経
済
的
自
由
が
政
治
的
自
由
に
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
せ
よ
、

は
た
ま
た
議
会
が
回
収
し
得
な
い
人
々
の
民
意
と
は
何
を
指
す
の
か
と
い
う
論
理
も
含
め
て
、
モ
ー
ズ
リ
ー
の
議
論
は
根
拠
が
と
か
く
曖

昧
で
あ
る
。
議
会
に
解
散
権
が
あ
る
限
り
は
政
府
の
権
限
が
肥
大
化
し
て
も
独
裁
を
意
味
せ
ず
、
民
主
主
義
や
自
由
主
義
が
保
た
れ
る
と

す
る
主
張
も
、
議
論
の
緻
密
さ
を
欠
い
て
い
る
。
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だ
が
統
治
機
構
の
改
革
や
議
会
の
あ
り
方
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
問
題
意
識
そ
れ
自
体
は
同
時
代
に
広
く
共
有
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

モ
ー
ズ
リ
ー
の
構
想
に
戦
後
の
べ
ヴ
ァ
レ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ン
に
通
ず
る
視
点
を
見
出
し
評
価
す
る
者
も
い
）
90
（

る
。

　
問
題
は
、
ケ
イ
ン
ズ
や
ラ
ス
キ
な
ど
の
知
識
人
の
み
な
ら
ず
他
の
多
く
の
政
治
家
と
も
問
題
意
識
を
共
有
し
て
同
じ
方
向
を
見
て
い
な

が
ら
、
そ
の
問
題
に
対
す
る
解
決
策
の
論
理
の
精
度
が
先
に
挙
げ
た
知
識
人
の
そ
れ
に
匹
敵
せ
ず
、
実
行
可
能
な
構
想
を
築
き
上
げ
ら
れ

な
か
っ
た
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
も
、『
合
理
化
に
よ
る
革
命
』（
一
九
二
五
年
）、『
モ
ー
ズ
リ
ー
・
メ
モ
ラ
ン
ダ

ム
』（
一
九
三
〇
年
）
な
ど
の
詳
細
な
提
議
書
が
議
員
の
側
か
ら
構
想
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
見
過
ご
せ
な
い
。
そ
の
提
議
書
は
、
取
る
に

足
ら
な
い
荒
唐
無
稽
な
も
の
で
は
な
く
、
少
な
か
ら
ず
内
閣
の
担
当
者
や
大
蔵
省
で
も
分
析
さ
れ
、
一
つ
の
処
方
箋
と
し
て
真
剣
に
議
論

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
同
時
代
を
生
き
た
ピ
ト
リ
ー
が
「
モ
ー
ズ
リ
ー
が
失
敗
し
た
理
由
は
、
彼
の
政
治
的
諸
手
法
の
故
で
あ
っ
て
、
彼

の
政
治
的
諸
目
的
の
故
で
は
な
か
っ
）
91
（

た
」
と
観
察
し
た
の
は
示
唆
的
で
あ
る
。
無
論
、
同
時
代
に
モ
ー
ズ
リ
ー
を
痛
烈
に
批
判
す
る
人
物

も
い
た
。
そ
の
急
先
鋒
ク
レ
メ
ン
ト
・
ア
ト
リ
ー
（Clem

ent Richard Attlee

）
が
、
戦
後
チ
ャ
ー
チ
ル
に
代
わ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
政
治
を

率
い
る
こ
と
に
な
）
92
（

る
。

お
わ
り
に

　
イ
ギ
リ
ス
経
済
を
立
て
直
す
た
め
に
何
年
も
の
歳
月
を
か
け
て
経
済
構
想
を
練
っ
た
モ
ー
ズ
リ
ー
で
あ
る
が
、
結
局
彼
に
そ
の
役
目
が

回
っ
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
イ
ギ
リ
ス
経
済
を
復
興
さ
せ
た
の
は
、
皮
肉
に
も
モ
ー
ズ
リ
ー
が
あ
れ

ほ
ど
批
判
し
た
労
働
党
と
保
守
党
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
彼
は
、
一
九
三
〇
年
代
初
頭
ま
で
は
、
持
て
囃
さ
れ
、
政
治
の
世
界
に
お
い
て
も
傾
聴
さ
れ
る
存
在
だ
っ
た
。
首
相
候
補
と
目
さ

れ
た
若
き
日
の
モ
ー
ズ
リ
ー
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
前
線
で
戦
っ
た
世
代
の
代
表
と
し
て
自
負
し
、
熟
練
の
政
治
家
を
相
手
取
っ
て
議
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会
で
は
臆
す
る
こ
と
な
く
持
論
を
展
開
し
、「
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
を
立
て
直
す
」 

た
め
に
奔
走
し
た
。
そ
の
揺
る
ぎ
な
い
信
念
に
基
づ
く

言
葉
に
は
数
多
く
の
知
識
人
、
政
治
家
が
魅
了
さ
れ
た
は
ず
だ
っ
た
。

　
モ
ー
ズ
リ
ー
と
共
に
新
た
に
政
治
運
動
を
画
策
す
る
は
ず
だ
っ
た
若
き
政
治
家
達
は
、
小
選
挙
区
制
と
い
う
構
造
的
な
要
因
に
よ
り

モ
ー
ズ
リ
ー
の
も
と
を
離
れ
て
い
っ
た
。
や
が
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
奉
じ
た
モ
ー
ズ
リ
ー
で
あ
る
が
、
た
と
え
理
に
か
な
っ
た
政
策
を
展
開

し
て
い
た
と
し
て
も
、
暴
力
的
要
素
を
イ
ギ
リ
ス
に
持
ち
込
ん
だ
こ
と
は
彼
の
政
治
運
動
が
凋
落
す
る
決
定
的
な
要
因
と
な
っ
た
。

　
戦
後
に
イ
ギ
リ
ス
首
相
を
務
め
た
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
、
自
ら
も
モ
ー
ズ
リ
ー
と
交
友
関
係
を
持
ち
な
が
ら
、
彼
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
回

顧
し
て
い
る
。「
お
ご
り
と
焦
燥
が
、
彼
の
議
会
に
お
け
る
政
治
生
命
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
後
に
彼
は
議
会
制
度
を
損
な
う
よ
う
な
運

動
を
展
開
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
持
ち
込
も
う
と
し
た
が
、
彼
は
挫
折
す
る
こ
と
を
運
命
付
け
ら
れ
て
い
た
。（
中
略
）
彼
は
、

卓
越
し
た
自
ら
の
才
能
と
強
烈
な
個
性
を
無
駄
に
し
て
し
ま
っ
た
。
も
し
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
お
そ
ら
く
彼

は
権
力
を
掌
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
彼
は
、
動
き
出
す
の
が
早
す
ぎ
た
。
そ
し
て
永
遠
に
そ
の
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
。
政
治
と
い
う
ゲ
ー
ム
の
本
質
は
、『
タ
イ
ミ
ン
グ
』
な
の
）
93
（

だ
」。

　
モ
ー
ズ
リ
ー
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
の
は
、
彼
が
達
成
し
た
政
治
的
成
果
で
は
な
く
、
同
時
代
の
課
題
を
見
抜
く
鋭
敏
な
感

受
性
と
的
確
な
認
識
で
あ
り
、
今
一
度
そ
の
観
点
か
ら
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
だ
が
皮
肉
に
も
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
や
ヒ
ト
ラ
ー
が

斃
れ
た
後
の
戦
後
社
会
で
は
、
モ
ー
ズ
リ
ー
に
活
動
す
る
場
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
モ
ー
ズ
リ
ー
が
抱
い
た
こ
れ
ら
の
問
題
意
識
は
、

結
局
の
と
こ
ろ
、
彼
の
友
人
を
通
じ
て
広
く
共
有
さ
れ
、
戦
後
の
知
識
人
や
政
治
家
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（
1
）  

な
お
本
稿
で
用
い
る
議
会
主
義
は
、
一
般
に
議
会
政
治
の
基
礎
と
な
る
代
表
制
の
原
理
と
そ
れ
に
基
づ
く
諸
制
度
を
擁
護
す
る
思
想
を
意
味
す

る
。「
議
会
主
義
」『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
・
小
項
目
事
典
』http://japan-eb-com

.kras.lib.keio.ac.jp/rg/article-02662200 （
ア
ク

セ
ス
日
：2023. 3. 13

）
を
参
照
。
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（
2
）  Sir Charles Petrie, A

 H
istorian Looks at H

is W
orld （Sidgw

ick and Jackson, 1972

）, p. 114.

（
3
）  

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
以
下
が
主
要
な
先
行
研
究
で
あ
る
。Colin Cross, Fascists in Britain （Barrie and Rockliff, 

1961

）; Richard Thurlow, British Fascism
 

（Croom
 H

elm
 London, 1979

）; Richard Thurlow
 and Kenneth Lunn ed., British  

Fascism
: Essays on the Radical Right in Inter-W

ar Britain 

（Palgrave M
acm

illan, 1980

）; Richard Thurlow, Fascism
 in Britain: 

A
 H

istory 1918 -1985 

（Basil Blackw
ell, 1987

）; M
ike Cronin, The Failure of British Fascism

: The Far Right and the Fight for 
Political Recognition 

（M
acm

illan Press, 1996

）; Richard Thurlow, Fascism
 in Britain: From

 O
swald M

osley

’s Blackshirts to the 
N
ational Front 

（I. B. Tauris Academ
ic Studies, 1998

）; Richard Thurlow, Fascism
 in M

odern Britain 

（Sutton Publishing Ltd, 
2000

）; Thom
as Linehan, British Fascism

 1918 -1939; Parties, Ideology and Culture （M
anchester U

niversity Press, 2000

）.

（
4
）  

中
で
も
次
の
文
献
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
含
め
た
様
々
な
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
内
容
、
歴
史
的
背
景
を
概
説
し
た
も
の
と

し
て
参
照
さ
れ
た
い
。Robert Leach, Political Ideology in Britain （Palgrave, Third Edition, 2015

）.

（
5
）  Ibid, p. 187 -188.

（
6
）  Cross, The Fascists in Britain.

（
7
）  

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
策
に
関
す
る
主
要
な
先
行
研
究
は
以
下
で
あ
る
。N

eill N
ugent, 

“The Ideas of 
British U

nion of Fascists,

” in The British Right （Farnborough, 1977

）; G
ary Love, 

“‘What

’s the Big Idea?

’: O
sw

ald M
osley, the 

British U
nion of Fascists and G

eneric Fascism
,

” Journal of Contem
porary H

istory, Vol 42, Issue 3, July 2007; Robert Bene-
w
ick, The Fascist M

ovem
ent in Britain 

（Allen Lane, 2nd edition, 1972

）; Stephan M
. Cullen, 

“The D
evelopm

ent of the Ideas 
and Policy of the British U

nion of Fascists, 1932 -40,

” Journal of Contem
porary H

istory, Vol 22, N
o 1, January 1987, pp. 115 -

136; Julie G
ottlieb, 

“Body Fascism
 in Britain: Building the Blackshirt in the Inter-W

ar Period,

” Contem
porary European H

istory, 
Vol 20, N

o 2, M
ay 2011, pp. 111 -136; D

avid Redvaldsen, 

“‘Science m
ust be the Basis

’. Sir O
sw

ald M
osley

’s Political Parties 
and their Policies on H

ealth, Science and Scientific Racism
 1931‒1974,

” Journal of Contem
porary British H

istory, Vol 30,  
Issue 3, 2016; M

atthew
 W

orley, 

“Why Fascism
? Sir O

sw
ald M

osley and the Conception of the British U
nion of Fascists,

” 
Journal of H

istory, Vol 96, N
o 1, January 2011; Bret Rubin, 

“The Rise and Fall of British Fascism
: Sir O

sw
ald M

osley and the 
British U

nion of Fascists,

” Intersections, Vol 11, N
o 2, 2010, pp. 323 -380. 

（
8
）  

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
主
要
な
先
行
研
究
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。GC W

ebber, 

“Patterns 
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of M
em

bership and Support for the British U
nion of Fascists,

” Journal of Contem
porary H

istory Vol 19, N
o. 14

（1984

）; S. 
Raw

nsley, 

“The m
em

bership of the British U
nion of Fascists,

” in K. Lunn and R. Thurlow
 ed., British Fascism

; W
F M

andle, 

“The leadership of the British U
nion of Fascists,

” Australian Journal of Politics &
 H

istory Vol 12 （1966

）.
（
9
）  Robert Benew

ick, Political V
iolence and Public O

rder: A
 Study of British Fascism

 （Allen Lane the Penguin Press, 1969

）. 

同

研
究
に
加
え
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
の
暴
力
性
お
よ
び
そ
れ
へ
の
政
府
の
介
入
に
関
し
て
は
以
下
に
も
主
要
な
先
行
研
究
が
あ
る
。

Stephan M
. Cullen, 

“Political V
iolence: The Case of the British U

nion of Fascists,

” journal of Contem
porary H

istory, Vol 28, 
Issue 2, 1993; Richard Thurlow, The secret state: British internal security in the twentieth century 

（W
iley-Blackw

ell, 1994

）; 
Paul Cohen, 

“The police, the hom
e office and surveillance of the British U

nion of fascists,

” Journal Intelligence and N
ational 

Security, Vol 1, Issue 3, 1986; Jon Law
rence, 

“Fascist violence and the politics of public order in inter-w
ar Britain: the O

lym
-

pia debate revisited,
” Historical Research, Vol 76, Issue 192, 2003; Iain Christopher Edw

ard Channing, 

“Blackshirts and W
hite 

W
igs: Reflections on Public O

rder Law
 and the Political Activism

 of the British U
nion of Fascists,

” PhD
 Thesis, Plym

outh 
U
niversity, 2014; Richard Thurlow, 

“State M
anagem

ent of the British U
nion of Fascists in the 1930s,

” in The Failure of British 
Fascism

（M
acm

illan P
ress, 1996

）; John Stevenson, 

“The B
U
F, T

he M
etropolitan Police and P

ublic  
O
rder,

” in K. Lunn and R. Thurlow
 ed., British Fascism

 （1980

）.

（
10
）  N

eill N
ugent, 

“The Ideas of British U
nion of Fascists,

” in The British Right （Farnborough, 1977

）.

（
11
）  

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
連
合
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
に
関
し
て
は
、
以
下
が
主
要
な
先
行
研
究
で
あ
る
。W

. F. M
andle, A

nti-Sem
itism

 and 
the British U

nion of Fascists （Longm
ans, 1968

）; JD
 Brew

er, 

“The British U
nion of Fascists and Anti-Sem

itism
 in Birm

ingham
,

” 
M

idland H
istory Vol 9, Issue 1 

（1984

）; M
ichael Spurr, 

“Playing for fascism

’: sportsm
anship, antisem

itism
 and the British 

U
nion of Fascists,

” Patterns of prejudice, Vol 37, Issue 4, 2003.

（
12
）  Stephan M

. Cullen, 

“The D
evelopm

ent of the Ideas and Policy of the British U
nion of Fascists, 1932 -40,

” Journal of Con-
tem

porary H
istory, Vol 22, N

o 1, January 1987, pp. 115 -136.

（
13
）  

オ
ズ
ワ
ル
ド
・
モ
ー
ズ
リ
ー
の
評
伝
的
研
究
と
し
て
は
、Robert Skidelsky, O

swald M
osley: Politicians and the Slum

p: the Labour 
G
overnm

ent of 1929 -1931 （M
acm

illan, 1975

） ; Robert Skidelsky, O
swald M

osley （M
acm

illan; Revised edition, 1990

）; John D. 
Brew

er, M
osley

’s m
en: The British U

nion of Fascists in the W
est M

idlands （G
row

er, 1984

）; Stephen D
orril, 

“Sir O
sw

ald M
os-
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ley and British Fascism
,

” M
odern H

istory Review M
agazine, Vol. 20, （H

odder Education, 2018

）, p. 18 -22; D
avid H

ow
ell, M

os-
ley and British Politics 1918 -32 : O

swald

’s O
dyssey

（Palgrave M
acm

illan Lim
ited , 2014

）; Stephen D
orril, Blackshirt: Sir O

s-
wald M

osley and British Fascism
 

（Thistle Publishing, 2017

）
を
参
照
。
厳
密
に
は
学
術
書
で
は
な
い
が
、
息
子
ニ
コ
ラ
ス
・
モ
ー
ズ

リ
ー
は
父
か
ら
譲
り
受
け
た
膨
大
な
資
料
に
基
づ
い
て
、N

icholas M
osley, Rules of the G

am
e: Sir O

swald M
osley and Lady Cynthia 

M
osley （Secker &

 W
arburg, 1982

）; N
icholas M

osley, Beyond the Pale （Secker &
 W

arburg, 1983

）
を
公
刊
し
て
い
る
。

（
14
）  
戸
塚
秀
夫
「
世
界
恐
慌
と
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
国
家
と
社
会 

７ 

運
動
と
抵
抗

（
中
）』
東
京
大
学
出
版
会
（
一
九
七
五
年
）。

（
15
）  

『
イ
ギ
リ
ス
現
代
史
1
9
0
0-

2
0
0
0
』
の
著
者
ピ
ー
タ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
は
、
文
献
案
内
の
項
目
に
お
い
て
、
既
述
の
理
由
か
ら
ス
キ
デ

ル
ス
キ
ー
の
モ
ー
ズ
リ
ー
伝
は
影
が
薄
れ
て
し
ま
っ
た
と
酷
評
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
ピ
ー
タ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
『
イ
ギ
リ
ス
現
代
史

1
9
0
0-

2
0
0
0
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）、
文
献
案
内
二
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
見
市
も
同
様
に
、「
サ
ー
・
オ
ズ
ワ
ル

ド
・
モ
ズ
リ
ー
と
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
生
成
（
上
）」
の
な
か
で
「
ス
キ
デ
ル
ス
キ
ー
は
『
伝
記
作
家
』
に
許
さ
れ
る
『
同
情
』
の
範
囲

を
逸
脱
し
て
余
り
に
モ
ー
ズ
リ
ー
寄
り
の
記
述
に
逸
し
た
と
の
印
象
は
否
め
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
（
四
九
頁
）。

（
16
）  O

M
D
1/5, the U

niversity of Birm
ingham

 Special Collections Cadbury Research Library, Birm
ingham

, the U
nited Kingdom

.

（
17
）  O

M
D
2/2/12, the U

niversity of Birm
ingham

 Special Collections Cadbury Research Library.

（
18
）  Ibid.

（
19
）  Richard Thurlow, Fascism

 （Cam
bridge U

niversity Press, 2004

）, p. 1.

（
20
）  Ernst N

olte, 

“The 

‘Era of Fascism

’ and the U
niqueness of Fascist Ideology,

” Aristotle A
 Kallis ed., The Fascism

 Reader 

（Routledge, 2003

）, p. 149.

（
21
）  Roger G

riffin, 

“Fascism
: 

‘Rebirth

’ and 

‘Ultra-nationalism
’,” in Kallis ed., The Fascism

 Reader （Routledge, 2003

）, p. 174.

（
22
）  

デ
・
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
語
る
』（
西
川
・
村
上
訳
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
九
年
）、
一
二
五
頁; 

石
田
圭
子
「【
書
評
】

ロ
ジ
ャ
ー
・
グ
リ
フ
ィ
ン
著
『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
フ
ァ
シ
ズ
ム: 

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
お
け
る
始
ま
り
の
感
覚
』（
二
〇
〇
七
年
）」、
八

〇
頁
等
。

（
23
）  Kevin Passm

ore, Fascism
 （O

xford U
niversity Press, 2014

）.

（
24
）  

本
稿
に
お
い
て
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た
大
陸
型
の
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
記
述
す
る
際
に
は
カ
ギ
括
弧
を
用
い
て
表
現
す
る
。
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（
25
）  O

sw
ald M

osley, 

“A W
orld Re-Born U

nder Fascism
,

” Daily M
ail, 1 M

ay 1932.

（
26
）  

戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
の
民
主
主
義
を
批
判
的
に
概
観
し
た
研
究
と
し
て
、Stuart M
iddleton, 

‘The Crisis of D
em

ocracy in Interw
ar Britain

’ 
H
istorical Journal Vol 66, Issue 1 

（2022

） 

を
参
照
。
同
論
文
は
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
民
主
主
義
の
危
機
を
、
同
時
代
の
知
識
人
や

政
治
家
の
言
説
を
用
い
て
詳
細
に
論
じ
た
最
新
の
優
れ
た
研
究
で
あ
る
。
し
か
し
社
会
主
義
の
到
来
を
待
つ
左
派
系
知
識
人
が
、
議
会
主
義
の
危

機
を
論
じ
る
の
は
現
状
分
析
以
上
の
意
味
も
含
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
史
料
批
判
が
な
さ
れ
て
い
な
い
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
他
、
戦
間
期
民
主
主
義
を
脆
弱
か
つ
実
験
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
も
の
に
次
の
研
究
が
あ
る
。M

ark M
azow

er, D
ark continent: Eu-

rope

’s twentieth century 

（Allen Lane, 1998

）; Jan-W
erner M

üller, Contesting D
em

ocracy: Political Ideas in Twentieth-Century 
Europe （Yale U

niversity Press, 2013

）; Richard O
very, The M

orbid Age: Britain and the Crisis of Civilisation, 1919 -1939 （Pen-
guin, 2010

）.

（
27
）  

“‘Worst

’ historical Britons list,

” BBC N
ews, 17 D

ecem
ber 2005, http://new

s.bbc.co.uk/2/hi/uk/4561624.stm
.

（
28
）  N

icholas M
osley, 

“Forew
ord,

” in Rules of the G
am

e: Sir O
swald M

osley and Lady Cinthia M
osley 1896 -1933 

（Secker &
 

W
arburg, 1982

）.

（
29
）  A. J. P. Taylor, 

“Mosley
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